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資　料

防災リテラシー　受講状況

防災士資格取得状況（教員）

防災リテラシー 防災学概論

平成24年度 - - - - - - - - -

平成25年度 170 - - - - - - - 170

平成26年度 168 138 26 126 40 67 240 160 965

平成27年度 171 171 12 122 42 39 240 162 959

平成28年度 167 174 3 119 41 75 480 170 1229

計 676 483 41 367 123 181 960 492 3323

防災リテラシー受講状況

和歌⼭⾼専
明⽯⾼専 舞鶴⾼専 奈良⾼専 ⼤阪府⼤⾼専 神⼾市⽴⾼専 近畿⼤学⾼専 計

防災士資格取得状況（学生）

明⽯⾼専 舞鶴⾼専 奈良⾼専 ⼤阪府⼤⾼専 神⼾市⽴⾼専 計

平成26年度 90 - 15 29 - 134

平成27年度 107 37 11 42 - 197

平成28年度 45 16 61

平成28年度末時点　資格取得者合計 197 37 26 116 16 392

防災⼠試験合格者（資格登録申請予定） 112 70 3 2 2 189

本事業資格取得者合計（暫定） 309 107 29 118 18 581

防災⼠資格取得状況

明⽯⾼専 舞鶴⾼専 奈良⾼専 和歌⼭⾼専 ⼤阪府⼤⾼専 神⼾市⽴⾼専 近畿⼤学⾼専 計

平成24年度 9 2 0 2 2 7 2 24

平成25年度 7 4 0 2 1 6 2 22

平成26年度 1 - 1 - 1 - - 3

平成27年度 2 - - - 1 2 2 7

計 19 6 1 4 5 15 6 56

防災⼠資格取得状況（教員）

平成 29 年 3 月現在

平成 29 年 3 月現在

平成 29 年 3 月現在
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平成28年度　シラバス　授業計画

防災リテラシー(Literacy for Disaster risk reduction)
担当教員名 太田　敏一、松野　泉

学科, 科目詳細 全学科 1年 通年 専門科目 必修科目 2単位 講義 

学習・教育目標 (A)(B)(D)

科目の概要

社会生活における様々な場面で、あるいは所属する組織において、減災・防
災のリーダーとなるべく、災害を理解し減災・防災に関する知識・意識・技
能を習得するとともに、希望者には防災士資格の取得を目指す。

テキスト(参考文献)

「防災リテラシー」（森北出版）

履修上の注意

災害が多発する先進国である日本で生きていくために、最低限知っておくべ
きことを学びます。現実の社会での出来事にも関心を持って学習し、将来、
防災リーダーとして活躍してもらうことを期待しています。

目標達成度(成績)
の評価方法と基準

合格の対象としない欠席条件(割合) 1/3以上の欠課

上記の他、
定期試験（50%)、レポート・授業への取組み姿勢（50%)を総合評価し、60%
以上を達成したものを合格とする。

連絡先 ota@akashi.ac.jp, matsuno@akashi.ac.jp　

授業の計画・内容

第1週 大震災の後のできごと

第2週 災害とは

第3週  クロスロードゲーム

第4週  地震（１）

第5週 地震（２）

第6週 津波

第7週 台風，豪雨災害、その他の自然災害（１）

第8週 中間試験

第9週 台風，豪雨災害、その他の自然災害（２）

第10週火災

第11週災害と住宅（１）

第12週災害と住宅（２）

第13週ライフラインの被害と復旧（１）

第14週ライフラインの被害と復旧（２）

第15週災害情報

期末試験

第16週復興計画および復興まちづくり（１）

第17週復興計画および復興まちづくり（２）

第18週南海トラフ巨大地震への備え

第19週エネルギーと地球温暖化対策

第20週原子力と災害

第21週地域防災計画

第22週中間試験

第23週地域の防災マップづくり（１）

第24週地域の防災マップづくり（２）

第25週地域の防災マップづくり（３）

第26週災害リスクマネジメント

第27週事業継続計画

第28週災害と法

第29週災害に立ち向かう：ワークショップ（１）

第30週災害に立ち向かう：ワークショップ（２）

期末試験

明石高専　シラバス
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　 科   目   名 学年 期別・授業時間・単位数 教 員 名	 牧野・上杉・西山・金山・
石川・加登 

研 究 室	 A棟 2階（A-215）（加登） 
内線電話	 8895（加登） 
e-mail:   kato@maizuru-ct.ac.jp 

防災リテラシー Literacy for Disaster Prevention １ 後期・２単位時間/週・１単位 

科目到達レベル：☑1.知識・記憶	□2.理解	□3.適用	□4.分析	□5.評価	□6.創造 

【概要】	  
社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のための活動ができるように，自然災害について理解し，防災・減災に対する意

識・知識・技能を習得する。本講義は moodleを利用した eラーニングを中心とした講義形式とする。 
【到達目標】	

①	 技術者を目指す者として持続可能な開発を通じて全ての

人々が安心して暮らせる未来を実現するために配慮するこ

とができる。	

２	 自然災害について理解する。	

３	 防災・減災について理解する。	

４	 復旧・復興について理解する。	

５	 技術が自然や社会に与える影響について理解する。	

	

【学習・教育到達目標】 

（Ｆ）技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける。 
【教科書，参考書等】 
教科書：太田敏一，松野泉著「防災リテラシー」 

【授業計画】 
期別・週 内   容 到達目標 教科書参照ページ 

前	

	

	

	

	

	

	

	

期 

第 1週	

第 2 週	

第 3 週	

第 4 週	

第 5 週	

第 6 週	

第 7 週	

	 	 	

第 8 週	  
第 9週	

第 10 週	

第 11 週	

第 12 週	

第 13 週	

第 14 週	

第 15 週	

	

	

	

	

	

	

	

	 	

  
	 	 	 	

後	

	

	

	

	

	

	

	

期 

第 1週	

第 2 週	

第 3 週	

第 4 週	

第 5 週	

第 6 週	

第７週	

シラバス内容の説明，ガイダンス	

地震災害	

地震災害	

土砂災害	

気象災害	

災害と情報	

南海トラフの地震と津波 

①	

２～４	

２～４	

２～４	

２～４	

３～５	

２～４	

１～１３	

２２～３９	

２２～３９	

６８～７３	

５２～７３	

１１８～１４１	

１６２～１６９	

第 8 週 ★復習と到達度確認 
第 9週	

第 10 週	

第 11 週	

第 12 週	

第 13 週	

第 14 週	

第 15 週 

震災と住宅	

津波防災とハザードマップ	

エネルギーと地球温暖化対策	

放射線概論と原子力防災	

災害リスクマネジメント	

災害時の合意形成	

事業継続計画 BCP	

①，３～５

①，３～５

①，３～５

①，３，４

①，３，４

①，３，４

①，３～５	

９２～１０４	

４１～５１	

１７０～１６３	

１６４～１９４	

１９５～２０７	

２１８	

２０８～２１７	

	 ★後期期末試験 
 後期期末試験返却，到達度確認 

【成績の評価方法・評価基準】   
成績は定期試験によって評価する。到達目標に基づき，自然災害，防災・減災，復旧・復

興,技術が自然や社会に与える影響など，各項目の理解についての到達度を評価基準とする。 

【科目の位置付け】 
先に履修する関連科目 

	   
後で履修する関連科目 

  創造演習（機械）	
	 	防災工学（建設）	

【備考】 
災害の多発する日本において，防災を学ぶことはとても重要なことです。この講義を受講

した皆さんが，将来，防災のできる技術者として活躍することを期待しています。	 

明石高専　シラバス 舞鶴高専　シラバス
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　 　奈良工業高等専門学校

平成28年度

科目名 防災リテラシー 集中講義

単位数 1単位

※90分授業＋途中5分休憩

研修回
全18回

実施日 テーマ 概要 講師 所属

開始 10:40

終了 12:15

開始 13:00

終了 14:35

開始 14:40

終了 16:15

開始 9:00

終了 10:30

開始 10:40

終了 12:15

開始 13:00

終了 14:00

開始 14:05

終了 15:35

開始 9:30

終了 10:30

開始 10:40

終了 12:15

開始 13:00

終了 14:35

開始 14:40

終了 16:15

開始 9:30

終了 10:30

開始 10:40

終了 12:15

開始 13:00

終了 14:35

開始 14:40

終了 16:15

開始 10:40

終了 12:15

開始 13:00

終了 14:35

開始 15:00

終了 16:45

山崎栄一

18 8月2日 試験

16 8月2日

大和郡山市の防災対応 災害発生時の大和郡山市役所の役割・対応について 大和郡山市役所

17 8月2日
災害リスクマネジメントと

BCP

リスクについて対処する方法を科学的に考える（リダンダンシー，フエ
ルセイフ，リスク評価，リスク移転など）．
BCP(事業継続計画)について学ぶ．

明石高専・特命教授

市民安全課
防災統轄係長

松野　泉

8月1日

14 8月1日 ライフラインの被害と復旧 電気，電話，水道，下水，ガス，鉄道，道路の大災害での被害，復旧 明石高専・特命教授太田敏一

太田敏一

災害の時、人はさまざまな岐路で選択を迫られる。それをゲームを通じ
て模擬的に体験し、自己と他、リーダーの役割などを学ぶ

神戸クロスロード研究会濱　尚美

12 8月1日 気象災害
気象予報士による気象災害とエンジニアとして防災に携わる者に必要
な観点を知る

一般財団法人　日本気象予報士会
近畿ブロック理事・関西支部幹事

難波良彰

5 7月27日
台風、豪雨災害、
その他の自然災害

台風および豪雨災害、等の発生メカニズムや，性質を知る．その被害
の実態を知る．備えを知る．

明石高専・特命教授

6 7月27日

11 7月29日 クロスロードゲーム

災害と法 災害に関する法を学ぶ
関西大学社会安全学部

教授

松野　泉7 7月27日 災害情報 災害時の情報、避難行動 明石高専・特命教授

8 7月29日 防災・防犯とは何か あなたの思う防災とは何ですか 大和郡山消防署消防司令

9 7月29日

10 7月29日 原子力と災害 原子力の基礎と原発事故災害を学ぶ 松野　泉 明石高専・特命教授

13

3 7月26日 火災 火災の性質、建物での火災、コンビナート災害など 明石高専・特命教授

4 7月27日 津波の話 津波の性質について 明石高専・特命教授

松野　泉

太田敏一

時間

1 7月26日 大震災の後のできごと
災害の種類、構造、対応の基本を学ぶ．時間の経過とともにどのような
ことが起こるのかを理解する．

明石高専・特命教授

2 7月26日 地震の話
地震はなぜ日本に多いのか？プレート境界と活断層の地震の性質な
ど

明石高専・特命教授

太田敏一

太田敏一

15

8月1日

南海トラフの地震と津波
これから起こると考えられている南海トラフの地震について考えられて
いること

太田敏一

エネルギーと
地球温暖化対策

多様化するエネルギーと災害の関連性を学ぶ 明石高専・特命教授松野　泉

震災と住宅 災害の後の住まいの移りかわり：避難所～仮設住宅～恒久住宅 明石高専・特命教授太田敏一

明石高専・特命教授

奈良高専　シラバス
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　科目名：　防災リテラシー（Literacy in Disaster Risk Reduction ）

 時限：　知能機械工学科：火曜日4限（14:35-16:05）、電気情報工学科：金曜日3限（12:55-14:25）、物質工学科：火曜日2限（10:35-12:05）

　　　　　直接授業時：水曜日4限（14：35－16：05）

担当 授業形態 日程（A,,C） 日程（B）

主

第1週 災害の実態を知る
オリエンテーション．阪神・淡路大震災，東日本大震災の写真や
映像を見て，実態を知る．

太田 映像 10/4（火） 10/7（金）

第2週 災害とは
時間の経過とともにどのようなことが起こるのかを理解する．
災害の種類、構造、対応の基本を学ぶ．

太田 映像 10/11（火） 10/14（金）

第3週 ライフライン
電気，電話，水道，下水，ガス，鉄道，道路の大災害での被害，
復旧

太田 直接授業 10/19（水） 10/19（水）

第4週 地震（１）
地震はなぜ日本に多いのか？プレート境界と活断層の地震，活
断層とは？など．

太田 映像 11/1（火） 10/28（金）

第5週 地震（２）
地震はなぜ日本に多いのか？プレート境界と活断層の地震，活
断層とは？など．

太田 映像 11/8（火） 11/4（金）

第6週 津波 津波の性質，地形と津波，津波から命を守る 太田 映像 11/15（火） 11/11（金）

第7週 台風と豪雨（１）
台風および豪雨災害、等の発生メカニズムや，性質を知る．そ
の被害の実態を知る．備えを知る．

太田 映像 11/22（火） 11/25（金）

第8週 台風と豪雨（２）
台風および豪雨災害、等の発生メカニズムや，性質を知る．そ
の被害の実態を知る．備えを知る．

太田 映像 11/29（火） 12/2（金）

第9週 災害と住宅
災害の後の住まいの移りかわり：避難所～仮設住宅～恒久住
宅

太田 映像 12/13（火） 12/9（金）

第10週 災害情報 災害時の情報、避難行動 松野 映像 12/20（火） 12/16（金）

第11週
南海トラフ巨大地震への備
え

これから起こると考えられている南海トラフの地震について考え
られていること

太田 映像 1/10（火） 1/13（金）

第12週 火災 火災の性質、建物での火災、コンビナート災害など 松野 直接授業 1/18（水） 1/18（水）

第13週 原子力と災害 原子力の基礎と原発事故災害を学ぶ 松野 映像 1/24（火) 1/27（金）

第14週 災害リスクマネジメント
リスクについて対処する方法を科学的に考える．（リダンダン
シー，フェイルセイフ，リスク評価，リスクマネジメント，リスク移転
など）

松野 映像 1/31（火） 2/3（金）

第15週 事業継続計画 災害被災時の企業の対応と復旧計画を考える 松野 映像 2/7（火） 2/10（金）

※　第3週、第12週は、主担当による対面講義を行う予定である。

テキスト

配布プリント

履修上の注意

・出席率2/3以上を単位認定条件とする。
・定期試験は期末試験1回のみとする。
・毎回、小テスト（授業終了後にmoodleによるテスト）を課す。
・評価は、毎回の小テストの合計を50点、期末試験を50点とし、合計60点以上を合格とする。

週 テーマ 概要

科目概要

社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のための活動ができるように、自然災害について理解し、防災減災に対する意識・
知識・技能を習得する。【明石高専単位認定科目】

担当教員：太田敏一、松野泉

履修年度：平成28年度

開講期：　後期

単位数：　1単位

奈良高専　シラバス 和歌山高専　シラバス



資　料

94

　 　

大阪府立大学高等専門学校

平成28年度

科目名 防災リテラシー 集中講義

単位数 1単位

研修回
全18回

実施日 テーマ 概要 講師 所属

開始 10:30

終了 11:30

開始 11:40

終了 12:40

開始 13:30

終了 14:30

開始 14:40

終了 15:40

開始 15:50

終了 16:50

開始 17:00

終了 18:00

開始 10:30

終了 11:30

開始 11:40

終了 12:40

開始 13:30

終了 14:30

開始 14:40

終了 15:40

開始 15:50

終了 16:50

開始 17:00

終了 18:00

開始 9:30

終了 10:00

開始 10:00

終了 11:30

開始 13:00

終了 14:30

開始 14:45

終了 15:45

開始 16:00

終了 18:00

開始 10:30

終了 12:30

開始 13:30

終了 16:30
19 8月27日 防災マップ（３） 自宅から避難所までの防災マップを作成する 太田敏一

17 8月26日 防災マップ（１） 自宅から避難所までの防災マップを作成する 太田敏一

18 8月27日 防災マップ（２） 自宅から避難所までの防災マップを作成する 太田敏一

1

2

3

11

4

5

6

7

8

地震はなぜ日本に多いのか？プレート境界と活断
層の地震や津波の性質など

災害時の情報、避難行動

火災の性質、建物での火災、コンビナート災害など

降雨や地震による土砂災害と地盤沈下、これらと
地質の関係や対策について学ぶ

災害に関する法を学ぶ

9

10

12

13

時間

8月25日

8月25日

8月25日

8月25日

8月25日

8月25日

8月24日

8月24日

8月24日

8月24日

8月24日

8月24日

大震災の後のできごと

震災と住宅

地震・津波の話

災害情報

火災

台風および豪雨災害、等の発生メカニズムや，性
質を知る．その被害の実態を知る．備えを知る．

原子力の基礎と原発事故災害を学ぶ 松野　泉

濱　尚美

新納　格

山崎栄一

太田敏一

太田敏一

太田敏一

電気，電話，水道，下水，ガス，鉄道，道路の大災
害での被害，復旧

これから起こると考えられている南海トラフの地震
について考えられていること

太田敏一

太田敏一

太田敏一

松野　泉

松野　泉

地盤災害

災害の種類、構造、対応の基本を学ぶ．時間の経
過とともにどのようなことが起こるのかを理解する．

災害の後の住まいの移りかわり：避難所～仮設住
宅～恒久住宅

気象災害
気象予報士による気象災害とエンジニアとして防災
に携わる者に必要な観点を知る

難波良彰

16 8月26日 試験（60分）

災害と法

ライフラインの被害と復旧

南海トラフの地震と津波

台風，豪雨災害、
その他の自然災害

原子力と災害

エネルギーと
地球温暖化対策

濱　尚美

多様化するエネルギーと災害の関連性を学ぶ 松野　泉

クロスロードゲーム（概論）

クロスロードゲーム（演習）

災害の時、人はさまざまな岐路で選択を迫られる。
それをゲームを通じて模擬的に体験し、自己と他、
リーダーの役割などを学ぶ

8月26日

8月26日

8月26日

14

15

府大高専・教授

関西大学社会安全学部
教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

明石高専・特命教授

神戸クロスロード研究会

神戸クロスロード研究会

一般財団法人　日本気象予報士会
近畿ブロック理事・関西支部幹事

大阪府立大学高専　シラバス
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　神戸市立工業高等専門学校

平成　28年度

科目名 高専生のための防災・減災入門

 後期 120名

（うち、希望者が防災士資格取得試験を受験予定）

1 4月20日 10月5日 大災害後のできご と
大きな災害が起こった後、時間の経過とともにどのようなこ
とが起こっていくのか学ぶ

太田 敏一
明石工業高等専門学校
特命教授

2 4月27日 10月12日 自然現象と災害
地殻変動や気象変動など、地球の営み・自然の営みと災害
発生のメカニズムについて学ぶ

 谷口 博
神戸市立工業高等専門学校
准教授

3 5月11日 10月26日
積乱雲に伴う
「激しい現象」に備える

短時間の強雨・強風・落雷など災害を引き起こす大気現象
のメカニズム，危険性と防災・減災について学ぶ

中村 佳敬
神戸市立工業高等専門学校
准教授

4 5月18日 11月16日 風水害を知る
風水害（洪水、高潮）や津波による災害の危険性と防災・減
災について学ぶ

宇野 宏司
神戸市立工業高等専門学校
准教授

5 6月1日 12月14日 地盤災害を知る
豪雨や地震による地盤災害の危険性と防災・減災について
学ぶ

鳥居 宣之
神戸市立工業高等専門学校
教授

6 6月29日 1月11日 火災を知る
火災の歴史と性質、建物火災とコンビナート火災、及び防
災・減災を学ぶ

松野 泉
明石工業高等専門学校
特命教授

7 7月6日 1月12日 大災害後の復旧・ 復興
大災害後の住宅、都市基盤、まちの復旧・復興について学
ぶ

太田 敏一
明石工業高等専門学校
特命教授

8 7月13日 1月25日 リスク・コミュニケーション
実際の災害対応ではどのような判断を迫られるのか、災害
対応ゲーム「クロスロード」を使って学ぶ

濱 尚美 神戸クロスロード研究会

9 救急救命講習
普通救命コースⅠ
時間：３時間

西消防団
FAST，FAST
伊吹

西消防署　救急係

受講者数 前期 120名

所属概　　　　　要研修回
研修日程
前期日程

研修日程
後期日程

テーマ 担　当

大阪府立大学高専　シラバス 神戸市立高専　シラバス
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工学科：　総合システム 学年：　1 コース：　全 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　1

■授業概要・方法等
　この授業は、平成24年度に採択された文部科学省大学間連携共同教育推進事業「近畿地区7高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築」の
一環で、兵庫県南部地震をはじめとする大規模災害から復興した経験を持つ近畿地区７高専が協働で、国公私立の垣根を越えて、災害時にリーダーとし
て活動できる防災技能をもった技術者教育を実施するものです。防災に関しては、行政との連携が重要であるため、三重県や名張市、近畿地区７高専と
連携した授業とします。

■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
　１．(Ｂ-G1)防災、減災に関する知識、技能を向上する。
　２．(Ｂ-G2)地震等の災害に対し、学んだ防災リテラシーを実践的問題解決に応用する。
　３．(Ｄ-G1)社会科学および自然科学の分野の基礎学力を広く身につける。
ことができるようになります。

■教科書　防災リテラシーを配布します。

■参考文献　テーマごとに映像および資料を上映します。

■関連科目　なし

■成績評価方法および基準
後期期末試験のみで評価します。
90点以上「秀」，80点以上～90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」， 60点以上～70点未満「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　授業で学んだ災害事例を踏まえて、災害を防ぐ方法を調べるともにその理解を深めてください。

■教員所在場所　鈴木：本館２階教務部　　神田：図書館２階学習指導室　　五十石：４号館２階都市環境教員室

■授業評価アンケート実施方法　2月にweb classにて実施します。

■メールアドレス　鈴木：t_suzuki@ktc.ac.jp　　神田：kanda@ktc.ac.jp　　五十石：isoishi@ktc.ac.jp

■オフィスアワー　鈴木：火曜日8限    神田：月・火曜日12:25～12:55    五十石：木曜日8限

科目名：　防災リテラシー

英文名：　Literacy for disaster prevention

担当者：　鈴木　隆　　神田　毅　　五十石　浩　

授　業　計　画

第１週　近年の自然災害に学ぶ
第２週　災害とは
第３週　地震の話１
第４週　地震の話２
第５週　地震の話３
第６週　地震の話４
第７週　津波災害１
第８週　津波災害２
第９週　津波災害３
第10週　津波災害４
第11週　震災と住宅１
第12週　震災と住宅２
第13週　震災と住宅３
第14週　震災と住宅４
第15週　ライフライン１
第16週　ライフライン２
第17週　ライフライン３
第18週　ライフライン４
第19週　巨大地震１
第20週　巨大地震２
第21週　巨大地震３
第22週　巨大地震４
第23週　台風と豪雨災害１
第24週　台風と豪雨災害２
第25週　台風と豪雨災害３
第26週　台風と豪雨災害４
第27週　災害情報１
第28週　災害情報２
第29週　演習

第30週　後期期末試験

近畿大学高専　シラバス
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近畿大学高専　シラバス

題名 掲載日 新聞名

1 「釜石」の教訓など講演　和高専・次世代テクノサロン 2013.2.2 わかやま新報

2 気仙沼にウッドデッキ　明石高専生　仮設住宅の交流の場に 2013.5.31 神戸新聞

3 被災者に憩いの場を　気仙沼の仮設住宅で明石高専生ら 2013.5.31 神戸新聞（明石）

4 外付け階段使いスムーズに　和田小学校で避難訓練 2013.11.28 紀州新聞

5 「集水リヤカー」考案　断水時の生活用水運搬に 2014.1.30 神戸新聞

6 明石チームに最優秀　近畿の高専生　災害時の車考案 2014.2.3 神戸新聞

7 技術や法規など学ぶ　災害時に活躍アマチュア無線セミナー 2014.6.22 神戸新聞

8 高専授業で防災士に　国立明石　受験資格講座に初認証 2014.7.27 京都新聞

9 授業で防災士受験資格　災害知識持つ技術者養成 2014.7.28 徳島新聞

10 津波への知識深める　串本署　専門家招き講演会 2014.9.5 紀伊民報

11 リスク管理のあり方講義　奈高専で防災リテラシー授業 2014.9.10 奈良新聞

12 防災士の知識　技術系学生に 2014.10.1 神戸新聞

13 若い人のボランティア増やそう　和高専で地域防災講演会 2014.10.11 日高新報

14 奈高専　15人、防災士へ 2014.10.29 奈良新聞

15 マンホールで避難誘導　全国プログラミングコンテスト 2015.1.14 神戸新聞

16 藤井さん（和高専）にポスター賞　高専シンポジウムin函館 2015.1.24 日高新報

17 奈良自慢のロボットの技披露　奈良高専 2015.1.31 朝日新聞デジタル版

18 災害時も活躍する技術者目指し　明石高専生「防災士」に 2015.4.8 神戸新聞

19 寮内からの出火を想定　和高専学生寮で避難訓練 2015.5.8 紀州新聞

20 人形で心臓マッサージ　和高専学生寮で救命講習 2015.5.10 日高新報

21 「防災士」資格活用を　合格の93人活動内容を議論 2015.6.18 神戸新聞

22 住民と意見交わしながら　明石高専生が防災マップ 2015.7.14 神戸新聞

23 震災30年へ　体験伝承　「若者から、さらに若い世代へ」主題 2015.12.26 神戸新聞

24 震災30年へ　若者が継ぐ　教訓　学生が小中生に 2016.1.6 日本経済新聞

25 次の世代へ教訓継承へ　被災者聞き取りなど　成果を報告 2016.1.10 神戸新聞

26 神戸の知恵　ゲームに満載　明石高専防災団制作　分かりやすく教訓学ぶ 2016.1.12 産経新聞

27 次世代の安心　我らが　震災後生まれの奮闘 2016.1.16 毎日新聞

28 災害情報どう発信　近畿7高専生　研究成果を発表」 2016.1.17 神戸新聞

29 地理により異なる傾向　地震に次いで不安な災害はー 2016.1.20 神戸新聞

30 防災授業　全国に広がり　映像公開、教科書も出版へ 2016.1.22 神戸新聞

31 奈良高専ロボ性能競う－学内コンテスト－ 2016.2.12 読売新聞

32 「命守る技術向上を」　熊本地震現地調査　教授2人が特別授業 2016.4.29 紀伊民報

33 教授が見た被災地　和高専で学生らへの速報会 2016.5.1 日高新報

34 「防災士」の明石高専生　熊本支援へ街頭募金 2016.5.14 神戸新聞

35 アマチュア無線の技術学ぶ　セミナーに30人が参加 2016.6.19 神戸新聞

36 住民と明石高専生が作成　防災マップで避難経路確認 2016.6.27 神戸新聞

37 明石高専生107人が防災士に　必須科目で関心高まる 2016.7.7 神戸新聞

38 人とまち守る技術者目指す　舞鶴高専生防災士に 2016.7.20 京都新聞

39 高専　防災意識を常に心に　初の防災士誕生 2016.7.22 舞鶴市民新聞

40 東二見の住民と高専生ら　地域を歩き防災マップ 2016.11.13 神戸新聞

41 明石高専にフロンティア賞　ぼうさい甲子園　県内から4校受賞 2016.12.10 毎日新聞

42 楽しく学ぶ防災、共助　明石高専生が考案のゲーム　小中学生が体験 2016.12.19 神戸新聞

43 教訓継承に若い感性　人防　ゲーム、カレンダー作り報告 2017.1.8 読売新聞

44 教訓　言葉でどう伝える 2017.1.8 毎日新聞（神戸版）

45 ゲーム通じ　災害考えて　 2017.1.9 毎日新聞

46 防災講義の種　芽吹く 2017.1.14 朝日新聞

47 防災　私たちの備え 2017.1.17 朝日新聞

48 明石高専生が考案　防災ゲーム　市議に披露 2017.1.19 神戸新聞

49 高専生開発　防災ゲーム体験 2017.1.19 毎日新聞

50 まちの減災目指し訓練　住民50人参加、避難経路を確認　 2017.1.30 神戸新聞

51 高専生と減災訓練 2017.1.30 毎日新聞

52 授業の議論一目瞭然　その場でまとめる「グラフィックレコード」 2017.2.8 神戸新聞

53 自転車が担架に“変身”　災害時に役立つ乗り物コンテスト　明石高専などが発表 2017.2.12 神戸新聞

54 自助、共助　命守るため　災害時の備え報告19小校区住民「防災カフェ」 2017.3.12 神戸新聞

55 「ふるさと　あしたへ」　若い力　地域守る　自助・共助取り組み　高齢社会に安心と活気 2017.3.16 読売新聞

大学間連携共同教育推進事業　
「近畿地区7高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築」

新聞掲載一覧



資　料

98

　 　その他メディア掲載一覧
番組名等 概要 放送日 局名等

1 奈良の情報満載　ゆうドキッ！ 防災リテラシー講義について 2014.9.5 奈良テレビ

2 奈良の情報満載　ゆうドキッ！ 企業などに成果発表　奈良高専　ロボットコンテスト 2015.1.31 奈良テレビ

3 ニュースリアルKANSAI D-PRO135°（明石高専防災団）の活動 2016.1.12 テレビ大阪

4 時間です！古田編集長 D-PRO135°（明石高専防災団）の活動 2016.1.15 ラジオ関西

5 あの日を伝える新しいカタチ～震災を語り継ぐ～ D-PRO135°（明石高専防災団）の活動 2016.1.17 NHKラジオ

6 ひょうご“ワイワイ”　　特集「若いチカラで未来に“活かす”」 D-PRO135°（明石高専防災団）の活動 2016.1.24 サンテレビジョン

論文一覧
論文タイトル 発表者/執筆者　　 日付等

1 災害時要援護者の避難に関する研究
大塚毅彦，永坂美晴，藤江徹，栂紀久代，石内鉄
平

第18回高専シンポジウムin仙台 講演要
旨集， vol.18， p.254，2013年1月

2 地域社会との連携による災害時要援護者支援に関する研究 大塚毅彦，石内鉄平，石田祐
平成25年度全国高専教育フォーラム教
育研究活動発表会， AK23_2_1， 2013
年8月

3
防災をテーマにした機械工学科におけるエンジニアリングデザイ
ン教育

尾崎純一，黒住亮太
日本工学教育協会工学教育研究講演
会講演論文集，pp.228-229， 2013

4
機械工学科における防災のためのエンジニアリングデザイン教
育の取り組み

尾崎純一，黒住亮太
日本機械学会2013年度年次大会講演
論文集，S201015-1-S201015-3，2013

5 地震・津波を学ぶ防災教育教材の開発 加登文学，玉田和也， 尾上亮介
第19回高専シンポジウムin久留米　講
演要旨集，p.593，2014年1月

6 地域住民を対象とした防災意識及び災害対策の現状把握 小畑沙梨花，石内鉄平，石田祐，大塚毅彦
第19回高専シンポジウムin久留米 講演
要旨集，vol.19， p.510， 2014年1月

7 機械工学科における防災をテーマにした実習授業の取り組み 尾崎純一，黒住亮太
第19回高専シンポジウムin久留米 講演
要旨集，vol.19， p.582，2014年1月

8 土木・建築系のための振動・耐震関連授業支援教材の開発 辻原治
論文集「高専教育」，第37号，pp.317-
322，2014年3月

9
大阪府立大学高専における防災教育とものづくり教育の実践
防災時に役立つ乗り物コンテストへの参加

土井智晴，葭谷安正，笠井三男，東田卓

日本機械学会ロボティクス・メカトロニク
ス講演会'14 講演論文集，1P2-R02
（CD- ROM）(2014年5月)(ポスター発
表）

10
災害対応技術を修得する若きエンジニアを育てるカリキュラムに
ついて — 防災リテラシー，防災コンペティション，防災機器開発

土井智晴，葭谷安正
第57回連合講演会講演論文集，2B01-
1 (2014年11月)

11 揺れに対する感覚的理解を支援する卓上振動実験装置の開発 辻原治，中谷優一，山村猛
土木学会論文集A1，Vol.70， No.4，
pp.I_1052-I_1060，2014

12
DEVELOPMENT OF EASY SIMULATION SYSTEM OF
EMERGENCY EVACUATION BEHAVIOR

Osamu TSUJIHARA and Terumasa OKAMOTO

Proc. of Tenth U.S. National
Conference on Earthquake Engineering
Frontiers of Earthquake Engineering,
Paper No. 374, pp.1-11, 2014

13 実写映像を援用した避難シミュレーションの可視化について 辻原治，前田陽亮，伊藤秀幸，岡本輝正
第14回日本地震工学シンポジウム論文
集，pp.3538-3543，2014

14
防災意識の向上とファシリテーションスキルの獲得をめざした創
造ものづくり教育

西山等，篠原正浩
平成26 年度全国高専教育フォーラム教
育研究活動発表概要集，pp.43-44，
2014

15 DIGを用いた防災コンテストの実施 岩野優樹，石内鉄平
第20回高専シンポジウムin函館 講演要
旨集，vol.20， E-8，2015年1月
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16 舞鶴高専におけるeﾗｰﾆﾝｸﾞを活用した防災ﾘﾃﾗｼｰ科目の整備 加登文学，三川譲二

第20回高専シンポジウムin函館 講演要
旨集，P4-3，2015年1月

17 加速度計を利用したバーチャル振動台実験システムの開発 辻原治
高専教育，vol.38，pp.601-606，2015年2
月

18 災害時に役立つ乗り物コンテスト
関森大介，松野泉，大森茂俊，鍋島康之，西山
等，篠原正浩，土井滋貴，佐野和男，土井智晴，
尾崎純一，黒住亮太，浅川貴史

高専教育，vol.38，pp.601-606，2015年3
月

19 防災教育ツールとしてのアマチュア無線の活用 新井 イスマイル，松野泉，中井優一
高専教育，Vol.38，pp.607-610，2015年
3月

20
防災アンケート調査をふまえた災害に対する事前準備に関する
研究

小畑沙梨花，石内鉄平
平成27年度土木学会関西支部年次学
術講演会講演概要集，No.27， Ⅳ-55，
2015年5月

21
Emergency Evacuation Simulation Visualized by Mobile Mapping
System

Osamu TSUJIHARA , Hideyuki ITO and Terumasa 

Implementing Innovative Ideas in
Structural Engineering and Project
Management, ISEC Press, pp.1309-
1314, 2015.11

22
Experiment System by Virtual Shaking Table Using
Accelerometer

Terumasa OKAMOTO and Osamu TSUJIHARA

Implementing Innovative Ideas in
Structural Engineering and Project
Management, ISEC Press, pp.995-1000,
2015.11,

23
災害対応技術を修得する若き エンジニアを育てるカリキュラム
について
第２報：防災リテラシー、防災コンペティション

土井智晴，葭谷安正
第16回(社)計測自動制御学会システム
インテグレーション部門講演会講演論
文集，3I1-1，(2015年12月)

24 錦浦小学校区連合自治会を対象とした防災意識に関する研究 田中ゆい，石内鉄平
第21回高専シンポジウムin香川 講演要
旨集，vol.21， B-12，2016年1月

25 防災教育のための小型斜面崩壊装置の製作 齋藤翔馬，加登文学
第21回高専シンポジウムin香川 講演要
旨集，Pa-135，2016年1月

26 モバイルマッピングシステムの避難行動学習への応用 辻原治，伊藤秀幸，岡本輝正
土木学会論文集F3，Vol.71， No.2， pp.
Ⅱ_47-Ⅱ_55，2016.3

27
地域の危険箇所認知における防災マップおよび防災CGの比較
に関する研究

石内鉄平，林良美
Japan AT フォーラム 2016 in 明石 講演
論文集，pp.51-52， 2016年9月

28
災害対応技術を修得する若きエンジニアを育てるカリキュラムに
ついて
第３報：防災リテラシー、防災コンペティション

土井智晴，葭谷安正
第16回(社)計測自動制御学会システム
インテグレーション部門講演会講演論
文集，2F3-5，(2016年12月)

29
安全・安心まちづくりを目指した地域の危険箇所認知に関する研
究-防災マップおよび防災CGに着目して-

石内鉄平，稲継健伍，林良美
第22回高専シンポジウムin三重 講演要
旨集， vol.22.， P-107， 2017年1月

30 防災リテラシー教育の学習成果について 鍋島康之，渡部守義，石内鉄平，山尾有美
第22回高専シンポジウムin三重 講演要
旨集，vol.22.， P-122，2017年1月

31 ドローン空撮画像による３Dモデリングと防災分野への活用 加登文学， 前田翼，平野尚也
第22回高専シンポジウムin三重 講演要
旨集，P-105，2017年1月
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　 　年度 月 取組名称 取組校

平成 24 年度

9月 ・大学間連携共同教育推進事業　採択 全体

10 月 ・ 学内連絡会議 明石高専

11 月 ・ 連絡協議会 全体

・ （名張市と共同） 防災講座 近畿大学高専

12 月 ・ 作業部会 （コンペティション） 全体

・防災リーダー研修 （気仙沼市） 明石高専

・全学避難訓練 和歌山高専

1月 ・第 18 回高専シンポジウム 全体

・和高専 ・次世代テクノサロン （地域住民向け防災講演会） 和歌山高専

2月 ・ （名張市と共同） 防災講座 近畿大学高専

3月 ・近畿地区 7高専連携シンポジウム、 災害時に役立つ乗り物コンテスト （プレ大会） 

・ 有識者懇談会 

・ 作業部会 （防災リテラシー教育） 

・ 作業部会 （コンペティション） 

・ 作業部会 （救急救命講習） 

・ 作業部会 （防災リーダー研修）

全体

・防災リーダー研修 明石高専

平成 25 年度

4月 ・淡路島地震被害調査 明石高専

・学生寮避難訓練 和歌山高専

5月 ・救急救命講習 

・ 防災リーダー研修 （気仙沼市）

明石高専

・学生寮救急救命講習 和歌山高専

6月 ・ アマチュア無線講習 明石高専

・連絡協議会

・作業部会 （遠隔講義システム）

全体

7月 和高専 ・次世代テクノサロン （地域住民向け防災講演会） 和歌山高専

8月 ・淡路島地震被害調査 

・ 防災リーダー研修 （気仙沼市）

・ 土砂災害現場視察 （新潟県長岡市） 

・ アマチュア無線講習

明石高専

・第 13 回レスキューロボットコンテスト （成果発表） 明石高専 ・大阪府大高専 ・

神戸市立高専

9月 ・ ISATE2013 （ポスター発表） 明石高専

・予告無し避難訓練 

・ 1 年生対象防災講演会 

・ 3 年生対象防災講演会 

・ 和高専 ・次世代テクノサロン （地域住民向け防災講演会）

和歌山高専

・第 1回防災講演会 大阪府大高専

・名張市総合防災訓練への学生参加 近畿大学高専

10 月 ・ 作業部会 （防災リテラシー教育） 全体

・学生寮夜間避難訓練 和歌山高専

11 月 ・ 災害時に役立つ乗り物コンテスト ・ 予選 大阪府大高専

・ （名張市と共同） 防災講座 近畿大学高専

12 月 ・ 近畿地区 7高専産学官マッチングフェア （ポスター発表） 

・ クロスロード （和坂公民館、 地域連携）

明石高専

・全学避難訓練 和歌山高専

1月 ・連絡協議会 

・ 第 19 回高専シンポジウム

全体

・第 2回防災講演会 大阪府大高専

2月 ・近畿地区 7高専連携シンポジウム、 災害時に役立つ乗り物コンテスト 2014 

・ 有識者懇談会

全体

・第 3回防災講演会 大阪府大高専

3月 ・ 7 高専単位互換協定の締結 全体

取組年表
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　年度 月 取組名称 取組校

平成 25 年度 3月 ・ クロスロード （和坂小学校コミセン、 地域連携） 明石高専

平成 26 年度

4月 ・神戸市大容量送水管見学会 明石高専

・学生寮避難訓練 和歌山高専

・人と防災未来センター見学 神戸市立高専

5月 ・連絡協議会 全体

・救急救命講習 明石高専

・学生寮救急救命講習 和歌山高専

6月 ・ぼうさいボランティアトークカフェの開催 

・ アマチュア無線講習

明石高専

7月 ・和坂地区納涼祭 （乗り物コンテストの作品、 ポスター展示） 明石高専

8月 ・第 14 回レスキューロボットコンテスト （成果発表） 明石高専 ・大阪府大高専 ・

神戸市立高専

・第 4回防災講演会 大阪府大高専

9月 ・竹の台地区防災計画策定に向けてのワークショップ 明石高専

10 月 ・ 2 年生対象防災講演会 

・ 学生寮夜間避難訓練

和歌山高専

・防災士試験 大阪府大高専

11 月 ・ 作業部会 （教科書編集委員会） 全体

・明石市総合防災訓練への協力 明石高専

・名田小学校での防災講演会 和歌山高専

・災害時に役立つ乗り物コンテスト ・ 予選 大阪府大高専

・名張市総合防災訓練への学生参加 近畿大学高専

12 月 ・ 三宮雨水対策工事現場見学会 

・ 神戸市専門研修 （災害復旧） への講師派遣

明石高専

・大学 ICT 推進協議会 （成果発表） 奈良高専

・全学避難訓練 

・ 和高専 ・次世代テクノサロン （地域住民向け防災講演会）

和歌山高専

1月 ・近畿地区 7高専連携シンポジウム、 災害時に役立つ乗り物コンテスト 2015 全体

・名田幼稚園との合同炊き出し訓練 和歌山高専

・第 5回防災講演会 大阪府大高専

2月 ・有識者懇談会 全体

・避難所設営体験訓練 和歌山高専

・第 6回防災講演会 大阪府大高専

・ （名張市と共同） 防災講座 近畿大学高専

3月 ・第 3回国連防災世界会議パブリックフォーラム （ポスター展示） 

・ アマチュア無線講習 

・ 救急救命講習 

・ 防災士試験

明石高専

平成 27 年度

4月 ・大学間連携共同教育推進事業　中間評価 （面接評価） 全体

・学生寮救急救命講習 和歌山高専

5月

6月 ・ アマチュア無線講習 

・ 救急救命講習

明石高専

7月 ・ D-PRO135° （明石高専防災団） 結成 明石高専

8月 ・全国高専フォーラム （成果発表） 

・ 救急救命講習

明石高専

・第 15 回レスキューロボットコンテスト （成果発表） 明石高専 ・大阪府大高専 ・

神戸市立高専

・第 7回防災講演会 大阪府大高専

9月 ・連絡協議会 全体

・近畿地区 7高専マッチングフェア （ポスター展示） 明石高専

・防災士試験 奈良高専

10 月 ・ 学生寮夜間避難訓練 和歌山高専

取組年表
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年度 月 取組名称 取組校

平成 27 年度

10 月 ・ 地域防災 ・減災講演会 

・ 親子防災教室 

・ 名田幼稚園との合同炊き出し訓練

和歌山高専

・防災士試験 大阪府大高専

11 月 ・ 都市減災プロジェクト 「リテラシー HUB」 にて授業映像公開 （～平成 29 年 3 月まで） 

・ 青少年のための科学の祭典 2015 （ポスター展示） 

・ 救急救命講習

明石高専

・名田小学校での防災講演会 

・ 放課後避難訓練 

・ 全学避難訓練

和歌山高専

・災害時に役立つ乗り物コンテスト ・ 予選 大阪府大高専

・名張市総合防災訓練への学生参加 近畿大学高専

12 月 ・ 救急救命講習 明石高専

・ 2 年生対象防災講演会 

・ 和高専 ・次世代テクノサロン （地域住民向け防災講演会）

和歌山高専

・ （名張市と共同） 防災講座 近畿大学高専

1月 ・第 21 回高専シンポジウム

・近畿地区 7高専連携シンポジウム、 災害時に役立つ乗り物コンテスト 2016

全体

・避難所運営研修 （HUG） 和歌山高専

・第 8回防災講演会 大阪府大高専

2月 ・第 9回防災講演会 

・ 第 1 回構造体講演会

大阪府大高専

3月 ・教科書 「防災リテラシー」 出版 全体

・防災士試験 明石高専

・防災士試験 舞鶴高専

平成 28 年度

4月 ・学生寮指導寮生 ・ クラブ代表者救急救命講習 

・ 学生寮避難訓練 

・ 熊本地震調査結果速報会

和歌山高専

5月 ・連絡協議会 全体

6月 ・ アマチュア無線講習 明石高専

7月 ・名田幼稚園での防災講演会 

・ 名田中学校での避難所開設訓練

和歌山高専

・防災士試験 神戸市立高専

8月 ・第 16 回レスキューロボットコンテスト （成果発表） 明石高専 ・大阪府大高専 ・

神戸市立高専

・全国高専フォーラム （オーガナイズドセッション） 明石高専

・第 10 回防災講演会 大阪府大高専

9月

10 月 ・ 防災士試験 （大阪府大高専で受験） 奈良高専

・学生寮夜間避難訓練 和歌山高専

・鳥取地震緊急地震速報に関するアンケート

・ 防災士試験

大阪府大高専

11 月 ・ 連絡協議会 全体

・ひょうご安全の日推進県民大会 （発表） 明石高専

・名田小学校での防災講演会 

・ 津波防災の日　シェイクアウト訓練 

・ 名田幼稚園との合同炊き出し訓練 

・ 全学避難訓練

和歌山高専

・災害時に役立つ乗り物コンテスト ・ 予選 大阪府大高専

・名張市総合防災訓練への学生参加 近畿大学高専

12 月 ・ 2 年生対象防災講演会 和歌山高専

・第 2回構造体講演会 大阪府大高専

取組年表
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大地震対応マニュアル（明石高専版）

大地震対応マニュアル（和歌山高専・英語版）

年度 月 取組名称 取組校

平成 28 年度

1月 ・第 22 回高専シンポジウム 全体

2月 ・災害時に役立つ乗り物コンテスト 2017 

・ 大学間連携共同教育推進事業 ・全国シンポジウム 

・ 有識者懇談会

全体

・救急救命講習 明石高専

・第 11 ・ 12 回防災講演会 

・ 第 3 回構造体講演会

大阪府大高専

・ （名張市と共同） 防災講座 近畿大学高専

3月 ・救急救命講習 

・ 防災士試験

明石高専

・防災士試験 舞鶴高専

・防災士試験 （明石高専で受験） 神戸市立高専

緊急時パーソナルメモ

※記入は油性のペンを使用してください。

氏　名

学科・部署等

学籍番号

緊急連絡先

住　所

電話番号

持　病 常用薬血液型

アレルギー （　　　　　　）あり
なし

あり
なし

あり
なし

家族との
待ち合せ場所

自宅近くの
緊急避難場所

□ 現金（小銭も）
□ 健康保険証
□ タオル・ばんそうこう
□ 手回し充電ラジオ
□ ティッシュ
□ チョコレート・飴

大地震の発生を防ぐことはできなくても、日頃の心
構えで被害を軽減することができます。学校では、
大地震に備えて防災に関する取組を進めていますが、
積極的に参加すると共に、家庭でもよく話し合い、
認識の共有と行動確認を行っておくことが重要です。
●緊急避難場所の確認
●家族との連絡方法および待ち合わせ場所の確認
●災害用伝言サービスの確認と登録（メール宛先など

の事前登録が必要）
●帰宅ルートおよび所要時間の確認
●緊急時メモの作成・記入
●具体的な情報収集手段および緊急避難場所の確認
（学校および校外）

●転倒防止対策や緊急時アイテムの確認
●学校および友人などへの連絡方法の確認およびリス

トの準備

□ 学生証・免許証
□ アドレス帳
□ 雨具（カッパ）
□ 携帯充電用 USB ケーブル
□ ポリエチレン製ごみ袋
□ ホイッスル

□ 預金通帳
□ 常用薬
□ 運動靴
□ 卓上コンロ
□ 紐・ロープ
□ 予備電池
□ スリッパ
□ 使い捨てカイロ
□ 非常用保温アルミシート
□ 食品用ラップ

□ 印鑑
□ 上着・下着・靴下
□ リュック
□ 懐中電灯
□ ろうそく
□ 缶切り・栓抜き
□ 洗面用具
□ 非常用食料・水
□ 油性マジックペン
□ 軍手

※ 記入は油性のペンを使用してください。

日頃から準備・携帯しておくと便利な物

その他非常時に必要なアイテム

緊急避難アイテム日頃の準備

●倒れやすいものから離れ、落下物に注意
●むやみに動かず、安全を確保
●非常口やドアを開けて避難口を確保
●避難は徒歩で、荷物は最小限
　（火を扱っている場合は、身の安全を確保した後

火の始末）
●エレベーターを使用せず階段で避難
　（本校のエレベーターは地震が発生した場合、

自動的に停止）
●正確な情報収集に努め、なるべく集団で行動
●負傷者の救護や初期消火に協力
●家族との安否確認および学校へ安否連絡

災害が発生したら

地震など大災害発生時に、安否確認などの電話が爆発的
に増加し、つながりにくい状況になった場合、提供され
るサービスです。

大規模災害時に携帯電話から安否確認（安否情報
の登録）ができる災害用伝言板サービスです。
あらかじめ指定したご家族や知人に対して、災
害用伝言板に登録されたことをメールでお知ら
せする機能も提供されます。また、インター
ネットからも安否情報の確認が可能です。

家族への連絡方法

正確な情報を収集する

大地震が発生した場合、ただちに学生の安
否確認を行います。明石高専連絡網（ACT
メッセージ）よりメールを一斉送信します
ので、送信可能な状況になり次第返信して
ください。 メールが配信されない場合には
下記の方法で学校に連絡してください。

Ⅰ．Eメール

anpi@akashi.ac.jp
anpi_anct@yahoo.co.jp
Ⅱ．電話

070-6514-7685（学生課）

学校への連絡方法
安否連絡について

■利用可能な端末／一般電話、公衆電話、携帯電話
■蓄積伝言数／1電話番号あたり1～10伝言
■録音時間／1伝言　30秒以内
■伝言保存期間／2日間 (48時間＊自動消去 )

伝言の録音 伝言の再生

1 へ電話をかけます。
ガイダンスが流れます。171

2 1 2

3 市外局番＋
自宅電話番号

市外局番＋
被災地の方の電話番号

事前に記入しておきましょう市外局番＋自宅などの固定電話番号

※寮の電話番号を除く。
※被災地の方も、被災地以外の方も利用方法は同じです。

災害用伝言ダイヤルサービス

モ
コ
ド
Ｔ
Ｔ
Ｎ
■

ク
ン
バ
ト
フ
ソ
■

各社の QR コードはこちら

http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi 
http://dengon.ezweb.ne.jp/
http://dengon.softbank.ne.jp/
http://dengon.clubh.ne.jp

NTTドコモ
au

ソフトバンク
ワイモバイル

地震発生直後は裏面へ 和歌山工業高等専門学校

携帯各社の災害用伝言板サービス

報告事項
①氏名 ②クラス ③学籍番号 ④本人の状況
⑤家族や自宅などの状況 ⑥その他

memo

もしもの時にあなたの身を守る

地 震 対 応
マ ニ ュ ア ル

SAFETY GUIDE

大
本マニュアルは、各種端末にも対応しております。

■携帯電話
http://www.akashi.ac.jp/csee/manual
上記アドレスよりアクセスし、予め画面メモにて保
存してください。ただし、緊急時は携帯電話の充電
が切れることもあるので、本マニュアルもあわせて
携帯してください。
※インターネット接続時には、パケット通信料がか
かります。

事前の登録が必要です!（事前にテストをしてください）

「南海トラフ巨大地震」が発生すると地震の揺れ
だけでなく津波による被害が懸念されます。

明石工業高等専門学校

■
ワ
イ
モ
バ
イ
ル

落ち着いたら①揺れが治まったら地震発生直後 落ち着いたら②

学
校（
学
寮
）に
い
る
と
き

学生は、安全が確認されるまで学
校にとどまる
●余震が落ち着き、帰宅手段の安全が

確認されるまで、無理に帰宅せずに、
学校にとどまる。

●余震が落ち着くと、学校および学寮
の安全確認を行うので、判断が下され
るまで、安全な場所にとどまる。

●避難所においては自分の身が安全
だったら運営を助ける。

　

通
学
中・学
外

その場所を動かない

緊急避難場所へ

YES

NO

自宅へ

避難所へ

YES

NO

今
い
る
場
所
は

安
全
か
？

自
宅
に
歩
い
て

帰
れ
る
か
？

安否確認地震発生
安全確保

現状連絡

●慌てず冷静さを保つとともに周
囲の状況に注意し、身の安全確
保を最優先する。

●瓦やガラスなどの落下物に注意
し、電柱、ブロック塀、自動販売
機などから離れる。

●電車内では、つり革、手すりに
しっかりつかまり、電車が止まっ
ても線路には出ない。乗務員、
駅員の指示に従う。

●自転車通学にあっては道路脇の
安全地帯に停車し、安全を確保
する。

●テレビやラジオにより被害状況を正しく把握
する。

●帰宅するか、登校するか、最寄りの安全な場所に
避難するかは各自が判断し、速やかに行動する。

●事前に把握している（決めている）緊急避難
場所に移動する。

●津波の危険性を考えて情報収集に努めるとと
もに、低地方向（海方向）には向かわない。

●避難中は、持ち物を最小限にとどめて、警察
や消防の指示に従う。

●怪我をした人をはじめ、お年寄り、体の不自
由な人などには声をかけ、みんなで助け合っ
て行動する。

●家族の安全を確認する。
●多くの人が一斉に帰宅すると各所で混雑が

発生するため、余裕を持つことも大切であ
る。

● 災害時の歩行速度は、約2.5km/時、
10kmには4時間を要するとされている。

●日没後の行動は危険で、夜間には犯罪に巻
き込まれる恐れもあるため、一人での行動
は避ける。

●無理せず緊急避難場所にとどまる。

POINT POINTPOINT POINT

津波に注意する
●海側は津波の被害を受けやすいので、

出来るだけ早く高台に避難する。

緊急避難場所
●緊急避難場所は、広く、火災による延焼

の恐れがないところが適している。
　本校では、体育館前グラウンドを一次

緊急避難場所としているので、避難を要
する場合にはまずそこに避難する。

●地震時の状況により、二次避難する必
要が生じることも考えておく。

●学校および担任などにより、安否確認作
業が開始されるので、速やかに応答する。

●自分の身が安全だったら他者を助ける。

大きな揺れを感じたら
●危険物から離れる

窓や棚、ガラスなどが割れた
り、中のものが飛び出しそう
なものから離れる。
実習中や課外活動中などで、周
囲に危険なものがある場合は、
速やかにその場から離れる。
●落下物から頭と手足を守る

机の下にもぐる、バッグなどで
頭を覆うなどして、頭と手足を
守る。落下物がない場所にいる
場合は、その場に座り込む。
●出口を確保する

ドア付近にいる人は、ドアを
開け、出口を確保する。
●揺れが治まるのを待つ

安全を確保して、揺れが治ま
るのを待つ。

揺れが治まったら
●冷静になる

余震の可能性もあるので、慌てずにしばらく
様子を見る。

●周囲の状況を確認
周囲のものが倒れたり、落下してくる恐れが
ない場所に移動する。危険と判断した場合
は、安全なところへ移動する。
●初期消火

火災が発生している場合は自分の身が安全な
範囲で初期消火を行う。消火が困難と判断し
た場合は、速やかに火から離れる。

避難するときの注意点
●「おかしも」を守る
「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もどら
ない」を守り、教職員や非常放送の指示に従っ
て落ち着いて避難する。
●火災が発生している場合

煙を吸わないように、タオルなどで口を覆う。
●階段で移動　

エレベーターは使用せず、階段で移動する。

名前：

tel  ：

名前：

tel  ：

名前：

tel  ：

名前：

tel  ：

緊
急
連
絡
先

災害時の徒歩帰宅者を支援するために、災害時帰宅支援ステー
ションでは、「水道水」「トイレ」「道路情報」などの提供をし
てもらえる。ハートに足をあしらったマーク入りのステッカー
を店頭に掲示した、コンビニエンスストアやガソリンスタンド、
ファミリーレストランなどがその役割を担っている。

学校からメールが
来たら連絡

自宅などへ

災害時
徒歩帰宅支援
ステーション

* Use a permanent marker.

Name

Dept.

Student number

Emergency contact address 

□ Cash (including small change)

□ Health insurance card

□ Towel, Band-Aids

□ Windup rechargeable radio

□ Tissue paper, wet wipes

□ Chocolate, candy

□ Student card, driver's license

□ Address book

□ Rain gear

□ USB cable

□ Polyethylene garbage bags

□ Whistle

□ Bank books

□ Medicine, prescriptions

□ Sneakers

□ Portable cooking stove

□ String, rope

□ Extra batteries

□ Slippers

□ Disposable body warmers

□ Heat insulated aluminum 
      sheets for disasters
□ Food wrap

□ Personal seal

□ Jacket, underclothing, socks

□ Backpack

□ Flashlight

□ Candles

□ Can opener, bottle opener

□ Washing kit

□ Disposable eating utensils

□ Perrmanent markers

□ Working gloves

Items convenient to carry around at all times

Other items convenient during disasters

Ⅰ．E-mail

anpi_wnct@yahoo.co.jp

Ⅱ．Telephone

0738-29-2105
                                  （Emergency）

和歌山工業高等専門学校

memo

When a "Megathrust earthquake" occurs, 
damage not only from shaking, but also 
from tsunami, is a concern.

Underscore

●Stay away from anything that may break or fall 
on you.
●Do not move in random; confirm safety first.
●Open emergency exits or doors to ensure an 

evacuation route.
●Evacuate on foot and take minimum necessary 

baggage.
 (If handling fire, put out the fire only after 

ensuring your own safety.)
●Use the stairs, not the elevators.
●Try to collect accurate information and move in 

groups whenever possible.
●Try to help the injured or help extinguish small 

fires.
●Contact your family and the College to let them 

know you are safe.

In the event of 
a disaster

Although we may not be able to prevent earthquakes, 
we can reduce the level of damage by being 
appropriately prepared. Think about what you can do.

●Know evacuation sites. (Around the College and 
your home)

●Talk with your family about how you will contact or 
meet each other.

●Research and register for disaster message board 
services. (You need to register your email address in 
advance.)

●Know the route to get home and how long it will take. 
(People walk about 2.5km/h on foot during 
disasters.)

●Prepare and record disaster memos.
●Know specific methods for collecting information 

and emergency evacuation sites. (Around school 
and along commuting routes)

●Consider methods for preventing things from falling 
down, and prepare emergency kits.

●Know and prepare lists of contacts, i.e. College, 
friends.

How to be 
prepared

This safety guide can be found on the College webpage for print out. 
Please share the information with family members.

http://www.wakayama-nct.ac.jp/bousai/index.html

In the case of a major earthquake (earthquake 
measuring 5 or over), the College confirms the safety of 
its students. If you are not on campus at the time of the 
earthquake, contact one of the below addresses as soon 
as possible.

How to contact 
the College

When things calm down, let the
College know you are safe.

See reverse for what to do 
after an earthquake.

Collect accurate information

National Institute of Technology,
Wakayama College

*Use a permanent marker.

Emergency kits

What to include in Ⅰ.E-mail or 
Ⅱ.Telephone

①Name ②Student number ③Situation of yourself 
④Situation of family members and home  
⑤Other (troubles, etc.)

S A F E T Y  G U I D E

Emergency Personal Memo

TEL

Blood type
Rh (      )

Allergy: 

Where to meet 
with family members
(share with family)

Emergency site 
near my home

(                       )Yes

No

This is a service that is available in the event of a disaster, such 
as earthquakes, when it is difficult to get a connection on 
phone due to an increase in number of users. Unavailable from 
outside Japan.

If you want to contact your family members outside Japan, 
use telephone, email, or the Internet to contact them directly. 
You can also ask your college or friends in other areas of 
Japan to forward your messages to your family members. 

These are services for confirming safety (register safety 
information) from cell phones in the event of a disaster.

There are also functions for sending emails to 
specified family members and acquaintances, 
notifying that you have registered for the disaster 
message exchange. You can also check the safety of 
someone on the Internet.

How to contact 
family members

NTT Disaster Message Exchange Dial

You need to register in advance!
(Please test the service after registration)

QR codes for each company

Disaster Message Exchange of Cell Phone Companies

How to use

■
N

TT
 D

o
co

m
o

■
au

■
Y

!m
o

b
ile

■
So

ft
b

an
k

http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi
http://dengon.ezweb.ne.jp/
http://dengon.softbank.ne.jp/
http://dengon.ymobile.jp/

NTT Docomo
au

Softbank
Y!mobile

Protect yourself in case of emergency

a r t h q u a k e
Preparedness ManualE

“Disaster Message Dial” is interconnected. 
Please refer to the NTT website for details.

Record a message Play the message1 1 (within 30 seconds)

*This step is not necessary if using a dial phone

Record Play1 2
Record with the passcode 3 Play with the passcode 4

＊ ＊

171Dial 

Enter the number of person in disaster-stricken area

POINT POINTPOINT POINT

After Calming Down ①After Tremors Settle DownAs Soon as Earthquake Occurs After Calming Down ②

YES

NO

Go home

Go to 
evacuation 
site

YES

NO
Confirm Safety

with Family
* See reverse side * See reverse side

Earthquake
Occurs

Protect Yourself

Inform
College
of Your
Safety

●Be aware of your surroundings, and 
prioritize ensuring your safety.

●Move away from walls, poles, vending 
machines and the like, be careful of 
falling objects, and move to an open 
area such as a park or square if 
possible.

●Determine whether you should return 
home, go to the College, or evacuate 
to the nearest safe location.

●Correctly assess the extent of damage.
●Move to the evacuation site you have discussed with 

your family beforehand.  However, prioritize safety 
and consider the state of your surroundings and 
where the disaster occurred, and go to a different 
evacuation site if necessary.

●While evacuating, follow directions from police and 
fire fighters.

If an Earthquake Occurs
●Remain Calm

The tremors of a major earthquake are 
significant, but if you panic it will only 
make you more scared, so act calmly.

●Avoid Dangerous Objects
Move away from windows and 
shelves, and other objects that might 
shatter or have their contents fall out.  
When performing labs or practical 
courses, there may be dangerous 
objects in the vicinity, so leave quickly.

●Protect Yourself from Falling                  
Objects
Protect your head and limbs by 
crawling under a desk or covering your 
head with a bag.  If in an area with no 
danger of falling objects, sit down.

●Find an Exit
To ensure it is possible to escape from 
fires or other secondary disasters, 
people by doors should open them 
and establish an exit. (Only if safely 
possible)

●Wait for Tremors to Calm
Ensure your safety, and then wait for 
the tremors to end.

When the Earthquake Subsides
●Do Not Rush to the Exit

If everyone rushes to the exit, people may be 
trampled, so calmly find a safe space to exit.

●Check Your Surroundings
If there is no danger of objects around you 
collapsing or falling, stay where you are.  If you 
determine there is danger, move to a safe area.

●Initial Fire Extinguishing
If fires have occurred, help put out the fire to the 
extent that is possible without endangering yourself.  
If extinguishing it seems unlikely, quickly move away 
from the fire.

●Aid the Injured
If there are any injured people, help them with the 
support of people around to the extent that is 
possible without endangering yourself and contact 
staff.

Things to Remember when Evacuating
●Evacuate Calmly, Following Directions from 

Staff and Emergency Announcements
Take whatever is nearby that you can wear easily, 
but leave any items that could slow evacuation.  
Always wear shoes to avoid injury from shattered 
glass and the like.

●If There Are Fires
Cover your mouth with a towel or other cloth to 
avoid inhaling smoke.

●Use Stairways
Do not use elevators, use stairways instead.

Is the 
place you 
are 
currently 
in safe? C

an
 y

ou
 

w
al

k 
ho

m
e?

Stay where you are

Go to evacuation site

W
h
e
n
 o

n
 C

a
m

p
u
s

W
h
en

 N
ot

on
 C

am
p
u
s

●Confirm the safety of family. 
●If a large number of people go home at the same 

time, congestion may occur in each district. It is 
important, therefore, to make sure that you have 
enough time. 

●Walking speed during a disaster is assumed to be 
approximately 2.5 km/hour, so it would take four 
hours to walk 10 km. 

●It is dangerous to take actions after sunset as one 
might be involved in a crime during night time. Avoid 
taking action alone. 

●Take it easy and stay at the emergency evacuation 
place.

name：

tel    ：

name：

tel    ：

name：

tel    ：

In order to support people walking home at the 
time of a disaster, they are provided with "Tap 
water", "Rest rooms", and "Road information", 
etc. Convenience stores, gas stations, and 
family restaurants, etc. which feature the shape 
of hearts with feet play such role.

Homecoming 
support station
during disasters

Stay at the College until Safe
Do not attempt to return home until 
aftershocks calm down and the safety of your 
method to return home has been ensured.  
Instead, stay at the College or evacuation 
site.

Students should stay in the 
school until the headmaster 
gives an instruction.
●When aftershock calms down, the school 

and school dormitory will start safety 
confirmations. Stay in a safe place until a 
determination is given.

●If you are safe at the evacuation center, 
assist the operation.

Be on guard against tsunami 
●Since the coast is likely to be damaged by 

tsunami, evacuate to a hill as soon as 
possible.

Emergency evacuation place 
●Emergency evacuation places which are 

wide and not likely to catch fire are suitable.

As this school has designated an open 
space in front of the library building as a 
primary emergency evacuation place, 
evacuate to that area when it is necessary.

●Depending on the circumstances of the 
earthquake, consider the necessity of 
secondary evacuation, too.

●Quickly respond when safety confirmations 
begun by the school or the teacher in 
charge.

●When you are safe, save other students.
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防災士の紹介

防災リテラシー科目の開講

防災リーダーをめざして

被災地支援の活動

　今年４月に防災の基礎を学ぶことを目的とする「防災リテラ
シー」（１年全学科必修科目）を開講しました。これまでの高
専にはないユニークな教科で、地震、津波、台風、豪雨などの
自然災害の仕組みや災害後の対応など防災の基本的なことがら
を幅広く学べる内容としています。また、講義だけでなく、災
害時のジレンマを体験するクロスロード・ゲームなど、参加型
の演習も行っています。後期には、地域の防災計画や防災マッ
プづくり、事業継続計画など防災・減災に関する内容を展開す
る予定です。
　講義や演習は毎回ビデオカメラで撮影し、明石高専のサー
バーより近畿地区７高専にオンデマンドで配信しています。
〔担当：太田敏一・松野 泉〕

　明石高専の教職員が防災に関する資格である『防災士』を取得しています。８月８日現
在、資格を取得された先生方を紹介します。
　関森 大介（機械工学科）岩野 優樹（機械工学科）鍋島 康之（都市システム工学科）渡部 
守義（都市システム工学科）石内 鉄平（都市システム工学科）平石 年弘（建築学科） 中川 
肇（建築学科）後藤 太之（一般科目）太田 敏一（大学間連携特命教授）松野 泉（大学間連
携特命教授）玉田 浩之（ﾘｻｰﾁ・ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰ）〔担当：鍋島康之〕

明石高専では、近畿地区の高専（舞鶴高専、奈良高専、和歌山高専、大阪府大高専、神戸市立高専、近畿大高専）と連携
し、防災教育に取り組んでいます。これまでの取り組みのいくつかをを紹介します。関心のある方は担当教員、または教
育・研究プロジェクト支援室までお問い合わせください。

　東日本大震災で建設された仮設住宅は52,620戸にのぼりま
す。自力で住宅再建が困難な場合は復興公営住宅建設を待つこ
とになりますが、膨大な数の住宅建設には時間がかかります。
仮設住宅入居者が復興公営住宅に移れるまでは短くて数年間は
仮設住宅に住む必要があります。
　宮城県気仙沼市を中心に被災地支援活動を行っているNPO法
人アプカスが現地での住民、行政との調整の窓口となり、仮設
住宅のさまざまな問題について明石高専が解決策を提案し、学
生が施工を行っています。これまでに、夏の暑さ対策、園芸を
通じたコミュニティーの形成のための菜園やウッドデッキの製
作などを行ってきました。
　被災体験を風化させないための活動や復興への取組も始まっ
ています。被災地の今を知るため、現地の視察や交流も行って
います。〔担当：平石年弘〕

防災士を取得した先生方

講義のオンデマンド画像 防災リテラシー講義風景

敷地の測量を実施東北の被災地を視察

デッキの完成後にくつろぐ学生たち イスとテーブルを設置

クロスロード・ゲームを体験

N E W S  L E T T E R
平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」選定取組 　近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築
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救急救命講習

レスキューロボットコンテスト

災害時に役立つ乗り物コンテスト

人とのつながり再生

災害時緊急無線講習

【問い合わせ先】　明石工業高等専門学校　総務課　教育・研究プロジェクト支援室　 kk-project@akashi.ac.jp　/　内線番号 6109

　阪神・淡路大震災後、「技術を学び 人と語らい 災害に強い世の中をつくる」という理
念の実現を目指して、災害救助を題材としたロボットコンテストが毎年行われていま
す。今年も8月10日・11日に神戸市サンボーホールで開催されます。興味のある方は是
非参加してください。〔担当：岩野優樹〕

　今年３月２日に明石市立産業交流センターにて「災害時に役立つ乗
り物コンテスト」のプレ大会を行いました。この競技はチーム毎に乗
り物のアイデアについてプレゼンテーション・デモンストレーション
を行い、審査員が以下の６項目を評価して、順位を決定します。評価
の項目は、①必要性②アイデア③実現性④操作性⑤日常的な利用性⑥
完成度の六つです。
　来年２月にコンテストの本大会を開催します。興味のある方は奮っ
て応募・参加してください。〔担当：関森大介〕

　5 月 21 日、24 日、28 日に明石市消防署のご協力をいただき、「救急救命講習会」を
武道場にて実施しました。この講習会は、防災教育の一環として、保健体育の授業で学生
の応急救護・救助等に必要な知識・技術を向上させ、クラブ活動時や災害時の支援活動に
活かすことを目的として実施しました。
　今回の講習会には 1 年生 170 名が参加し、一次救命処置の流れを学んだうえで、受講
者全員が心肺蘇生法、AED の取り扱い等の実技を経験し、万が一に備えて冷静に対応で
きるように真剣に取り組みました。〔担当：後藤太之〕

　被災時における災害弱者の避難支援のため、地域住民のつながり再生の支援に取り組
んでいます。昨年は錦浦校区の5自治会とともに合同避難訓練を行いました。今年は防災
に対する住民意識、共助の意識の実態把握に向けて、複数の自治会の協力のもとアン
ケート調査に取り組んでいます。〔担当：石内鉄平・石田 祐〕

　通信インフラが年々充実しているとはいえ、3.11当時は、災害時は携帯電話の音声通話は119, 110が優先されるため、
ほぼ不通になり、パケット通信も輻輳が頻発し満足には使えていませんでした。まだまだ別チャネルが必要といえるでしょ
う。災害発生時における避難所間の通信にはアマチュア無線が有効です。災害時の通信確保できる技術者の養成という観点
から無線講習会を開催しています。第１回講習会の受講生が7月14日にアマチュア無線3級を受験し、17名が合格しまし
た。次回、第２回講習会は8月11日（日）に行います。〔担当：新井イスマイル〕

消防士より心肺蘇生術を学ぶ

審査員の質問に答える出品者レコーダーを搭載したラジコン

合同避難訓練の様子

災害時に役立つツールを装備 作品を実演披露する高専生

レスキューロボットコンテストポスター

2013年（平成25年）8月8日　第1号　　　　　　　　　　　　　「近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築」ニュースレター

News Letter    vol.1



資　料

106

　 　

News Letter    vol.2

防災リーダーをめざして
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２０１４ | Winter-Spring

のために高専と自治体の連携協力の取り組みを増やしていく
のはどうか、自治体の防災訓練に企画段階から参加し、共同
開催することが可能ではないかなど、数多くの貴重なご意見
をいただきました。兵庫工業会からは民間企業で必要とされ
るリスクマネジメントや事業継続計画（BCP）などの講義が
既に展開されていることを高く評価していただきました。有
識者懇談会でいただいたご意見をふまえて、引き続き、防災
教育の推進、教育内容の改善を図ってまいります。

平成２６年２月２５日に明石工業高等専門学校にて本事業の
ステークホルダーをお迎えし、平成２５年度の防災教育事業
に関する意見交換を行いました。プロジェクトリーダーの鍋
島康之教授より今年度の事業全体の実施状況を報告し、各校
代表より地域の特性を踏まえて取り組んでいる教育内容につ
いて報告がありました。その後、ステークホルダーとしてご
参加いただきました兵庫県明石市、和歌山県御坊市、兵庫工
業会からそれぞれご意見を頂戴しました。地域防災力の向上

平成２５年４月に明石高専では防災の基礎を学ぶことを目
的とする「防災リテラシー」を開講しました。１年生が地
震、津波、台風、豪雨などの自然災害の仕組みや災害後の
対応など防災の基礎を学び、災害時のジレンマを体験する
クロスロード・ゲームや防災マップづくりなど、参加型の
演習も体験しました。平成２６年４月からは、近畿地区の
７つの高専で「防災リテラシー」の科目が整備される予定
です。防災の専門家や外部の講師で構成された講義が受講
できるようになります。（開講時期と内容は各校で異なり
ますので、教務窓口でご確認ください）。

災害時にどのような対応を取ったらよいのか、事前に考え
ておく必要があります。大震災がおこったときに高専生が
とるべき行動や対処方法を明示したマニュアルを作成しま
した。通学生と寮生に分けて落ち着いて行動できるように
簡潔に要点を記載しています。携帯しやすくするため、定
期入に入るサイズでデザインされています。現在、和歌山
高専版と明石高専版が発行されおり、各校のホームページ
から閲覧・印刷することができます。是非一度ご覧くださ
い。

文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」選定取組 
近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築

NEWS LETTER

ステークホルダーをお迎えして防災教育事業について報告

有識者懇談会を開催しました

INFORMATION

近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築  ニュースレター  第２号
２０１４年（平成26年）３月３０日発行
編集・発行：明石工業高等専門学校  総務課  教育・研究プロジェクト支援室
URL:　http://www.akashi.ac.jp/csee/
E-mail：kk-project@akashi.ac.jp    TEL: 078-946-6148

近畿地区７高専

明石工業高等専門学校
舞鶴工業高等専門学校
奈良工業高等専門学校
和歌山工業高等専門学校
大阪府立大学工業高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校　
近畿大学工業高等専門学校　

７高専で防災リテラシー科目が開講します

平成２６年３月末に近畿地区７高専間で単位互換協定を結
びました。単位互換の対象は、明石高専が開講する「防災
リテラシー」になります。今年４月より近畿地区の高専に
所属する学生は、明石高専の講義（集中講義や遠隔地講
義）を受講して単位認定を受けることができます。詳しく
は、下記窓口までお問い合わせください。　

明石高専　総務課　教育・研究プロジェクト支援室
TEL：078-946-6148　FAX:078-946-6041　
E-mail：kk-project@akashi.ac.jp　

近畿地区７高専間で単位互換協定を結びました

ステークホルダー

兵庫県
神戸市
大和郡山市
舞鶴市
公益社団法人兵庫工業会　

明石市
寝屋川市
御坊市
名張市

８ 1

大地震対応マニュアルを発行
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被災地における災害弱者の避難支援のため、地域住民の連
携が必須です。希薄化した地域住民の関係を再生し、各地
域の実情にあった連携体制モデルを高専教員・学生が中心
となって提案することを目的としています。東日本大震災
を教訓として、災害時において住民の助け合いの中で災害
時の要援護者避難誘導を行うことのできる援護者をどのよ
うにして増やすのかは地域の課題といえます。今後、南海
トラフの巨大地震により津波が発生した場合、明石市には
約100分で津波が到達すると予測されるなか、災害時要援
護者は避難行動を取ることが難しいため、日頃から災害時
要援護者を想定した避難訓練の実施や避難マニュアルの作
成が求められています。人とのつながり再生プロジェクト
では、地域住民とともに避難訓練を企画・実施し、地域で
求められる共助の精神と仕組み、現場で求められるニーズ
について学ぶ取り組みを進めています。

人とのつながり再生

平成２６年度４月より明石高専で行われる「防災リテラ
シー」科目は１年間受講し単位を取得すると、日本防災
士機構の防災士試験の受験資格を得られる認定プログラ
ムとなります（ただし遠隔地講義システムによる受講者
は対象外です。受験までに普通救命講習を修了する必要
があります）。

平成２５年４月より明石高専で「防災リテラシー」の講義
が開始されました。講義は自然災害の仕組みや対応策を学
べる内容となっています。エンジニアリング教育の一環と
してリスクマネジメントや事業継続計画（BCP）など、企
業就職時に役立つ知識も学べる構成となっています。座学
以外にもクロスロードゲームやまち歩きによる防災マップ
づくりなど演習系の授業も取り入れており、学生自身の能
動的な学習を促す工夫もされています。講義とは別に、地
元消防局の協力を得ながら救急救命の講習も行っており、
高専生の災害時の対応力を高める教育を実践しています。
明石高専で行われた「防災リテラシー」の講義は校内サー
バに蓄積し、遠隔地講義システムを利用して、講義映像を
近畿地区の７高専に配信しています。近畿地区７高専に在
学する学生はインターネットを利用し、自由に受講するこ
とができます。

通信インフラが年々充実しているとはいえ、3.11当時は災害
時は携帯電話の音声通話は119, 110が優先されるためほぼ不
通になり、パケット通信も輻輳が頻発し満足には使えていま
せんでした。まだまだ別チャネルは必要であり、災害発生時
に避難所間の通信などにはアマチュア無線が有効です。災害
時の通信確保という観点から無線講習会を開催しています。
【講習会スケジュール】

  10:00 ～ 10:30  災害と無線

  10:40 ～ 12:00  無線工学の基礎・受験のコツ

  13:00 ～ 13:45  電波法規

  13:55 ～ 14:55  無線工学

  15:05 ～ 15:50  電波法規 （モールス含む）

  16:00 ～ 17:00  無線工学

講習会を 6/30（日）と 8/11（日）に開催。受講者のうち教

員 2 名、学生 29 名がアマチュア無線 3 級に合格しました。

防災リテラシー（前期・後期）
1
年
次

2
年
次
以
降

防災士資格取得試験

履修

普通救命講習
（出前講義）

防災リーダー研修

防災士（NPO日本防災士機構）資格取得格取得

格取得

PO日本

合格

明石高専防災クラブに登録（学内の防災士を組織化）

修了書

災害時乗り物コンテスト人と人とのつながり再生のつな 緊急時災害無線講習

• 被災地調査
• 被災地支援実習

3
年
次
以
降

• 災害図上訓練（DIG）
• 地域の防災マップづくり
• 合同避難訓練

• アマチュア無線講習• 防災への技術応用コンペ
• レスキューロボットコンテスト

その他

• 避難所運営訓練（HUG）
• 減災デザインコンペ
• 防災キャンプ

乗り物 災害無

その他リーダ

参加年次は目安。防災リ
テラシーは１年生必修。

防災士の受験資格が得られるようになります

講義を配信・共有
（ライブまたはオンデマンド）

奈良高専

近畿大学高専

神戸市立高専

大阪府立大高専和歌山高専

舞鶴高専

明石高専

明石市和坂の地域住民と合同で防災ワークショップを開催。自治
会の方々の中に若い高専生が入ることで、意見が出やすくなると
いう相乗効果もみられました。

ボランティア講師をお招きして無線の基礎知識を学ぶ

防災リテラシー教育が始まりました

NEWS
災害時緊急無線講習

明石高専における防災リテラシーの講義の様子

明石高専が配信する防災リテラシーのオンデマンド画面

平成２６年度防災リテラシー講義案 防災教育の展開例（明石高専）

地域住民のニーズを掴むためのアンケート調査を実施

防災教育の一環として救急救命講習を実施しています。学生
の応急救護・救助等に必要な知識・技術を向上させ、クラブ
活動時や災害時の支援活動に活かすことを目的として実施し
ています。救急救命講習は、一次救命処置の流れを学んだう
えで、受講者全員が心肺蘇生法、AED の取り扱い等の実技
を経験できるようなプログラムとなっており、万が一に備え
て冷静に対応できるようになります。内容と時期については
各校の実施担当にお問い合わせください。

救急救命講習
講義配信ネットワーク概念図

２ 7
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災害時には短い時間のあいだに、さまざ
まな決断を下しながら対応していかなけ
ればなりません。このゲームは、そうし
た災害時の判断を体験する防災ゲームと
して、阪神・淡路大震災のときの被災地
の自治体職員や被災者の体験をもとに開
発されました。今年度は「防災リテラ
シー」のなかで、神戸クロスロード研究
会の浜尚美さんにファシリテーターをお
願いし、実施しました。学生はゲームを
通して、災害後のジレンマをともなう判
断の難しさを学びました。

クロスロードゲーム

防災リテラシーの授業の一環で、防災上、
危険なところや安全を確保できるところな
どを自分で発見し、地図にする学外演習を
行いました。学校周辺の地域を複数の班に
分かれて歩き、マップ作りに取り組みま
す。出来上がったマップは授業中に発表
し、さまざまな分野の先生方に採点と講評
をしていただきました。防災マップづくり
を通じて、まちを見るポイントや、実際の
まちにおいて、防災をどのように考えるか
を学ぶ機会とすることができました。

シンポジウムの開催

防災リテラシーのまとめとして「ワール
ドカフェ」という手法を用いて防災ワー
クショップを開催しました。テーマは
「いつ大きな災害に襲われるかも知れな
い現在、私たちは今何をすべきか？」と
です。模造紙を前に各自意見を書き留
め、これまで防災リテラシーで学んだこ
とを振り返りました。ホストとなる学生
以外はテーブルを移動し、各班で出た話
題を伝え、自分の意見を述べる作業を繰
り返します。人々の意見に耳を傾けなが
ら、自分の意見を述べる訓練にもなって
います。

各校の防災教育の成果を報告

防災ワークショップ

防災マップづくり

左上：学校周辺のまちを歩き、危険な個所を確認。左下：建築学科の班が作成したマップ。

右：まち歩きで確認した内容を白地図に落とし込む。

問いに対してYesかNoを示し、なぜそのように判断したのかをお互いに話し合う。

ワールドカフェ方式で行った防災ワークショップの様子。自分の意見を模造紙に書き出す。

学生成果発表会の様子。防災に関する調査・研究を報告

防災教育事例

NEWS

近畿地区７高専では、本事業のコアとなる防災リテラシー教育
について検討を進めるとともに、各校で地域的な問題に配慮し
た防災教育に取り組んでいます。これまでに各校で実施してき
た教育内容の情報交換を行うため、近畿地区７高専連携シンポ
ジウムを開催しました。各校の代表教員による報告の後、京都
大学防災研究所の矢守克也教授をお招きし「暮らしの中の防
災・減災：＜生活防災＞のすすめ」と題してご講演いただきま
した。高知県や東北地方で実践されている自主防災の活動や防
災教育の事例をご紹介いただきました。

京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授の矢守克也氏による基調講演の様子

防災教育報告会

シンポジウムでは、防災関連の研究に取り組んでいる学生の発
表する機会を設けています。今年度は１４件の発表がありまし
た。発表終了後、各校の代表教員によって審査を行い、優秀発
表賞を２名選出しました。

学生成果報告会
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＜災害時に役立つ乗り物コンテスト募集要項＞

設計条件
・災害時に役立つ乗り物（自転車，バイク，自動車等）　
　およびこれに関連する機器を対象
・災害時だけでなく，平常時でも活用できるもの
・実スケール，縮小モデル（模型）のどちらでも可
・危険でなく，安全性に十分配慮されているもの

審査項目
①必要性： 災害時のニーズがあるか
②アイデア： アイデアとしてユニークであるか
③実現性： アイデアの実現性があるか
④操作性： 特別な訓練を必要とせず，誰でも操作可能か
⑤日常的な利用性：非常時以外にも，日常的に利用可能　
　なものか
⑥完成度： 成果物の完成度はどの程度か

審査員長　  株式会社ケイテック　荒木　健
審査員　  　兵庫工業会　　　　　荒木俊光
　　　　　  舞鶴高専　　　　　　篠原正浩
                  　 奈良高専　　　　　　土井滋貴
                   　和歌山高専　　　　　佐野和男
                   　大阪府立大学高専　　土井智晴
                   　神戸市立高専　　　　黒住良太
                   　近畿大学高専　　　　浅川貴史　
                   　明石高専　　　　　　松野　泉

【最優秀賞】明石高専　集水リヤカー

【優秀賞】大阪府立大学高専  人力車～第４のエコカー～

乗り心地の工夫・改善をはかった人力車の提案。実現可能
な乗り物として高く評価されました。

和歌山高専　災害時に役立つ杖 近畿大高専　災害時用車いすサーバ

災害時の生活用水の問題を解決することを
目指したリヤカーの提案。明石市周辺に数
多く分布する「ため池」に、断水時の生活
用水の水源を求め、その利用を可能にする
リヤカーをデザインしています。地域的な
条件を活かして災害時の問題を解決しよう
とするアイデアが高く評価されました。

舞鶴高専　ロープで降下不降下

【優秀賞】神戸市立高専　災害救助くん　

災害に移動が可能で様々な機能を持つ椅子を提案。アイデアが
優れていると評価されました。

株式会社ケイテック取締役の荒木健氏によるレスキュービークルに
関する講演会の様子。欧米の乗り物開発の現場が紹介されました。

防災・減災の教育は、土木・建築系では従来から行われて
いましたが、機械・電気電子・情報系の学科では行われて
いませんでした。高専生が広く防災に関連したものづくり
について考え、制作に取り組む機会を提供するため、昨年
より災害時に役立つ乗り物コンテストを企画し実施してい
ます。前回のプレコンテストに引き続いて数多くの高専生
が参加し、アイデアを競いました。最後に兵庫工業会常務
理事の荒木俊光氏よりご講評をいただきました。

兵庫工業会の荒木俊光氏による講評の様子

災害時に役立つ乗り物コンテストの様子

NEWS
災害時に役立つ乗り物コンテストを開催しました ＜各校の作品＞
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＜災害時に役立つ乗り物コンテスト募集要項＞

設計条件
・災害時に役立つ乗り物（自転車，バイク，自動車等）　
　およびこれに関連する機器を対象
・災害時だけでなく，平常時でも活用できるもの
・実スケール，縮小モデル（模型）のどちらでも可
・危険でなく，安全性に十分配慮されているもの

審査項目
①必要性： 災害時のニーズがあるか
②アイデア： アイデアとしてユニークであるか
③実現性： アイデアの実現性があるか
④操作性： 特別な訓練を必要とせず，誰でも操作可能か
⑤日常的な利用性：非常時以外にも，日常的に利用可能　
　なものか
⑥完成度： 成果物の完成度はどの程度か

審査員長　  株式会社ケイテック　荒木　健
審査員　  　兵庫工業会　　　　　荒木俊光
　　　　　  舞鶴高専　　　　　　篠原正浩
                  　 奈良高専　　　　　　土井滋貴
                   　和歌山高専　　　　　佐野和男
                   　大阪府立大学高専　　土井智晴
                   　神戸市立高専　　　　黒住良太
                   　近畿大学高専　　　　浅川貴史　
                   　明石高専　　　　　　松野　泉

【最優秀賞】明石高専　集水リヤカー

【優秀賞】大阪府立大学高専  人力車～第４のエコカー～

乗り心地の工夫・改善をはかった人力車の提案。実現可能
な乗り物として高く評価されました。

和歌山高専　災害時に役立つ杖 近畿大高専　災害時用車いすサーバ

災害時の生活用水の問題を解決することを
目指したリヤカーの提案。明石市周辺に数
多く分布する「ため池」に、断水時の生活
用水の水源を求め、その利用を可能にする
リヤカーをデザインしています。地域的な
条件を活かして災害時の問題を解決しよう
とするアイデアが高く評価されました。

舞鶴高専　ロープで降下不降下

【優秀賞】神戸市立高専　災害救助くん　

災害に移動が可能で様々な機能を持つ椅子を提案。アイデアが
優れていると評価されました。

株式会社ケイテック取締役の荒木健氏によるレスキュービークルに
関する講演会の様子。欧米の乗り物開発の現場が紹介されました。

防災・減災の教育は、土木・建築系では従来から行われて
いましたが、機械・電気電子・情報系の学科では行われて
いませんでした。高専生が広く防災に関連したものづくり
について考え、制作に取り組む機会を提供するため、昨年
より災害時に役立つ乗り物コンテストを企画し実施してい
ます。前回のプレコンテストに引き続いて数多くの高専生
が参加し、アイデアを競いました。最後に兵庫工業会常務
理事の荒木俊光氏よりご講評をいただきました。

兵庫工業会の荒木俊光氏による講評の様子

災害時に役立つ乗り物コンテストの様子

NEWS
災害時に役立つ乗り物コンテストを開催しました ＜各校の作品＞

WORKS
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災害時には短い時間のあいだに、さまざ
まな決断を下しながら対応していかなけ
ればなりません。このゲームは、そうし
た災害時の判断を体験する防災ゲームと
して、阪神・淡路大震災のときの被災地
の自治体職員や被災者の体験をもとに開
発されました。今年度は「防災リテラ
シー」のなかで、神戸クロスロード研究
会の浜尚美さんにファシリテーターをお
願いし、実施しました。学生はゲームを
通して、災害後のジレンマをともなう判
断の難しさを学びました。

クロスロードゲーム

防災リテラシーの授業の一環で、防災上、
危険なところや安全を確保できるところな
どを自分で発見し、地図にする学外演習を
行いました。学校周辺の地域を複数の班に
分かれて歩き、マップ作りに取り組みま
す。出来上がったマップは授業中に発表
し、さまざまな分野の先生方に採点と講評
をしていただきました。防災マップづくり
を通じて、まちを見るポイントや、実際の
まちにおいて、防災をどのように考えるか
を学ぶ機会とすることができました。

シンポジウムの開催

防災リテラシーのまとめとして「ワール
ドカフェ」という手法を用いて防災ワー
クショップを開催しました。テーマは
「いつ大きな災害に襲われるかも知れな
い現在、私たちは今何をすべきか？」と
です。模造紙を前に各自意見を書き留
め、これまで防災リテラシーで学んだこ
とを振り返りました。ホストとなる学生
以外はテーブルを移動し、各班で出た話
題を伝え、自分の意見を述べる作業を繰
り返します。人々の意見に耳を傾けなが
ら、自分の意見を述べる訓練にもなって
います。

各校の防災教育の成果を報告

防災ワークショップ

防災マップづくり

左上：学校周辺のまちを歩き、危険な個所を確認。左下：建築学科の班が作成したマップ。

右：まち歩きで確認した内容を白地図に落とし込む。

問いに対してYesかNoを示し、なぜそのように判断したのかをお互いに話し合う。

ワールドカフェ方式で行った防災ワークショップの様子。自分の意見を模造紙に書き出す。

学生成果発表会の様子。防災に関する調査・研究を報告

防災教育事例

NEWS

近畿地区７高専では、本事業のコアとなる防災リテラシー教育
について検討を進めるとともに、各校で地域的な問題に配慮し
た防災教育に取り組んでいます。これまでに各校で実施してき
た教育内容の情報交換を行うため、近畿地区７高専連携シンポ
ジウムを開催しました。各校の代表教員による報告の後、京都
大学防災研究所の矢守克也教授をお招きし「暮らしの中の防
災・減災：＜生活防災＞のすすめ」と題してご講演いただきま
した。高知県や東北地方で実践されている自主防災の活動や防
災教育の事例をご紹介いただきました。

京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授の矢守克也氏による基調講演の様子

防災教育報告会

シンポジウムでは、防災関連の研究に取り組んでいる学生の発
表する機会を設けています。今年度は１４件の発表がありまし
た。発表終了後、各校の代表教員によって審査を行い、優秀発
表賞を２名選出しました。

学生成果報告会
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被災地における災害弱者の避難支援のため、地域住民の連
携が必須です。希薄化した地域住民の関係を再生し、各地
域の実情にあった連携体制モデルを高専教員・学生が中心
となって提案することを目的としています。東日本大震災
を教訓として、災害時において住民の助け合いの中で災害
時の要援護者避難誘導を行うことのできる援護者をどのよ
うにして増やすのかは地域の課題といえます。今後、南海
トラフの巨大地震により津波が発生した場合、明石市には
約100分で津波が到達すると予測されるなか、災害時要援
護者は避難行動を取ることが難しいため、日頃から災害時
要援護者を想定した避難訓練の実施や避難マニュアルの作
成が求められています。人とのつながり再生プロジェクト
では、地域住民とともに避難訓練を企画・実施し、地域で
求められる共助の精神と仕組み、現場で求められるニーズ
について学ぶ取り組みを進めています。

人とのつながり再生

平成２６年度４月より明石高専で行われる「防災リテラ
シー」科目は１年間受講し単位を取得すると、日本防災
士機構の防災士試験の受験資格を得られる認定プログラ
ムとなります（ただし遠隔地講義システムによる受講者
は対象外です。受験までに普通救命講習を修了する必要
があります）。

平成２５年４月より明石高専で「防災リテラシー」の講義
が開始されました。講義は自然災害の仕組みや対応策を学
べる内容となっています。エンジニアリング教育の一環と
してリスクマネジメントや事業継続計画（BCP）など、企
業就職時に役立つ知識も学べる構成となっています。座学
以外にもクロスロードゲームやまち歩きによる防災マップ
づくりなど演習系の授業も取り入れており、学生自身の能
動的な学習を促す工夫もされています。講義とは別に、地
元消防局の協力を得ながら救急救命の講習も行っており、
高専生の災害時の対応力を高める教育を実践しています。
明石高専で行われた「防災リテラシー」の講義は校内サー
バに蓄積し、遠隔地講義システムを利用して、講義映像を
近畿地区の７高専に配信しています。近畿地区７高専に在
学する学生はインターネットを利用し、自由に受講するこ
とができます。

通信インフラが年々充実しているとはいえ、3.11当時は災害
時は携帯電話の音声通話は119, 110が優先されるためほぼ不
通になり、パケット通信も輻輳が頻発し満足には使えていま
せんでした。まだまだ別チャネルは必要であり、災害発生時
に避難所間の通信などにはアマチュア無線が有効です。災害
時の通信確保という観点から無線講習会を開催しています。
【講習会スケジュール】

  10:00 ～ 10:30  災害と無線

  10:40 ～ 12:00  無線工学の基礎・受験のコツ

  13:00 ～ 13:45  電波法規

  13:55 ～ 14:55  無線工学

  15:05 ～ 15:50  電波法規 （モールス含む）

  16:00 ～ 17:00  無線工学

講習会を 6/30（日）と 8/11（日）に開催。受講者のうち教

員 2 名、学生 29 名がアマチュア無線 3 級に合格しました。

防災リテラシー（前期・後期）
1
年
次

2
年
次
以
降

防災士資格取得試験

履修

普通救命講習
（出前講義）

防災リーダー研修

防災士（NPO日本防災士機構）資格取得

合格

明石高専防災クラブに登録（学内の防災士を組織化）

修了書

災害時乗り物コンテスト人と人とのつながり再生 緊急時災害無線講習

• 被災地調査
• 被災地支援実習

3
年
次
以
降

• 災害図上訓練（DIG）
• 地域の防災マップづくり
• 合同避難訓練

• アマチュア無線講習• 防災への技術応用コンペ
• レスキューロボットコンテスト

その他

• 避難所運営訓練（HUG）
• 減災デザインコンペ
• 防災キャンプ

参加年次は目安。防災リ
テラシーは１年生必修。

防災士の受験資格が得られるようになります

講義を配信・共有
（ライブまたはオンデマンド）

奈良高専

近畿大学高専

神戸市立高専

大阪府立大高専和歌山高専

舞鶴高専

明石高専

明石市和坂の地域住民と合同で防災ワークショップを開催。自治
会の方々の中に若い高専生が入ることで、意見が出やすくなると
いう相乗効果もみられました。

ボランティア講師をお招きして無線の基礎知識を学ぶ

防災リテラシー教育が始まりました

NEWS
災害時緊急無線講習

明石高専における防災リテラシーの講義の様子

明石高専が配信する防災リテラシーのオンデマンド画面

平成２６年度防災リテラシー講義案 防災教育の展開例（明石高専）

地域住民のニーズを掴むためのアンケート調査を実施

防災教育の一環として救急救命講習を実施しています。学生
の応急救護・救助等に必要な知識・技術を向上させ、クラブ
活動時や災害時の支援活動に活かすことを目的として実施し
ています。救急救命講習は、一次救命処置の流れを学んだう
えで、受講者全員が心肺蘇生法、AED の取り扱い等の実技
を経験できるようなプログラムとなっており、万が一に備え
て冷静に対応できるようになります。内容と時期については
各校の実施担当にお問い合わせください。

救急救命講習
講義配信ネットワーク概念図

２ 7
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のために高専と自治体の連携協力の取り組みを増やしていく
のはどうか、自治体の防災訓練に企画段階から参加し、共同
開催することが可能ではないかなど、数多くの貴重なご意見
をいただきました。兵庫工業会からは民間企業で必要とされ
るリスクマネジメントや事業継続計画（BCP）などの講義が
既に展開されていることを高く評価していただきました。有
識者懇談会でいただいたご意見をふまえて、引き続き、防災
教育の推進、教育内容の改善を図ってまいります。

平成２６年２月２５日に明石工業高等専門学校にて本事業の
ステークホルダーをお迎えし、平成２５年度の防災教育事業
に関する意見交換を行いました。プロジェクトリーダーの鍋
島康之教授より今年度の事業全体の実施状況を報告し、各校
代表より地域の特性を踏まえて取り組んでいる教育内容につ
いて報告がありました。その後、ステークホルダーとしてご
参加いただきました兵庫県明石市、和歌山県御坊市、兵庫工
業会からそれぞれご意見を頂戴しました。地域防災力の向上

平成２５年４月に明石高専では防災の基礎を学ぶことを目
的とする「防災リテラシー」を開講しました。１年生が地
震、津波、台風、豪雨などの自然災害の仕組みや災害後の
対応など防災の基礎を学び、災害時のジレンマを体験する
クロスロード・ゲームや防災マップづくりなど、参加型の
演習も体験しました。平成２６年４月からは、近畿地区の
７つの高専で「防災リテラシー」の科目が整備される予定
です。防災の専門家や外部の講師で構成された講義が受講
できるようになります。（開講時期と内容は各校で異なり
ますので、教務窓口でご確認ください）。

災害時にどのような対応を取ったらよいのか、事前に考え
ておく必要があります。大震災がおこったときに高専生が
とるべき行動や対処方法を明示したマニュアルを作成しま
した。通学生と寮生に分けて落ち着いて行動できるように
簡潔に要点を記載しています。携帯しやすくするため、定
期入に入るサイズでデザインされています。現在、和歌山
高専版と明石高専版が発行されおり、各校のホームページ
から閲覧・印刷することができます。是非一度ご覧くださ
い。

文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」選定取組 
近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築

NEWS LETTER

ステークホルダーをお迎えして防災教育事業について報告

有識者懇談会を開催しました

INFORMATION

近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築  ニュースレター  第２号
２０１４年（平成26年）３月３０日発行
編集・発行：明石工業高等専門学校  総務課  教育・研究プロジェクト支援室
URL:　http://www.akashi.ac.jp/csee/
E-mail：kk-project@akashi.ac.jp    TEL: 078-946-6148

近畿地区７高専

明石工業高等専門学校
舞鶴工業高等専門学校
奈良工業高等専門学校
和歌山工業高等専門学校
大阪府立大学工業高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校　
近畿大学工業高等専門学校　

７高専で防災リテラシー科目が開講します

平成２６年３月末に近畿地区７高専間で単位互換協定を結
びました。単位互換の対象は、明石高専が開講する「防災
リテラシー」になります。今年４月より近畿地区の高専に
所属する学生は、明石高専の講義（集中講義や遠隔地講
義）を受講して単位認定を受けることができます。詳しく
は、下記窓口までお問い合わせください。　

明石高専　総務課　教育・研究プロジェクト支援室
TEL：078-946-6148　FAX:078-946-6041　
E-mail：kk-project@akashi.ac.jp　

近畿地区７高専間で単位互換協定を結びました

ステークホルダー

兵庫県
神戸市
大和郡山市
舞鶴市
公益社団法人兵庫工業会　

明石市
寝屋川市
御坊市
名張市

８ 1

大地震対応マニュアルを発行
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　本事業の「防災リテラシー」教育を受講した学生135名が防
災士試験に合格、防災士となりました。
　明石高専では、平成25年度より「防災リテラシー」科目を
開講しています。この科目は「災害時にリーダーとして活動
できる防災技能をもった技術者の教育」を目的として開講し
ており、地震、津波、台風、豪雨などの自然災害の仕組みや
災害後の対応など、防災の基本的なことがらについて幅広く
学んでいます。

　この科目を受講した学生は、日本防災士機構の防災士試験
の受験資格を得ることができます（普通救急救命講習の修了
が必要となります）。今年6月、この講義を受講した学生の
うち90名の明石高専生が防災士となりました。明石高専で
は、奈良高専および大阪府立大学高専においても「防災リテ
ラシー」の集中講義を実施しており、昨年度、この講義を受
講した両校の学生のうち、44名が防災士試験に合格。3校で

計134名の防災士が誕生しています。

防災士アイデアワークショップを開催
　6月17日、明石高専にて防災士を取得した学生を対象とした
「防災士アイデアワークショップ」を開催しました。ワーク
ショップには17名の学生が参加し、防災士として今後どのよ
うな活動ができるのか、グループに分かれてアイデアを出し
合いました。「防災人生ゲームを作る」「防災漫画など、子
どもでも楽しみながら学べるものを作成したい」など様々な
アイデアが出揃い、活発な意見交換が行われました。この
ワークショップをきっかけに、防災士を取得した学生主体の
有志団体が立ち上がりました。

　防災士資格を取得しても、その知識を防災活動に役立てて
いかなければ意味がありません。そこで明石高専の防災士み

　

んなで、学生主体の防災組織を
作ります。地域や企業と連携し
た活動も行いたいです。災害に
向けて、技術と知識を身につけ
ていきます。
（明石高専　機械工学科２年　
渡部さん）

■ワークショップを終えて■

文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」選定取組 
近畿地区７高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築

NEWS LETTER

明石高専にて防災士取得の記念撮影

4

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRERRREERRREETTTN EETEEETNEWS LETTEEWS LET EEEEEEEETTTNN

1



資
　
料

　

115

　

News Letter    vol.3

　2月１日、明石市立産業交流センターで行われた「近畿地区 7高専連携シンポジウム－阪神・淡路大震災から 20 年－」において、「災害時に

役立つ乗り物コンテスト」が開催されました。このコンテストは、高専生が防災に関連したものづくりについて広く考え、制作に取り組む機会

を提供するため、平成 25 年より実施しています。実施３回目となる今年は、これまで以上に実用的で完成度の高い作品が出品されました。

 【最優秀賞】
明石高専　ルーフストレッチャー

　災害時には瓦礫の発生などによって道幅が狭くなり、自動車
の通行が困難になるため、機動性の高い２輪バイクを用いて負
傷者や物資の運搬を行えるようにデザインしています。平常時
はリヤカーの部分を屋根として使用することができ、屋根付き
バイクとして使用できます。必要性、アイデア、実現性の項目
で高く評価されました。

【優秀賞】　和歌山高専　ベンチ de ハコブネ
水害時にはハコブネとして物資の運搬などができるベンチを
提案。必要性・アイデアが評価されました。

【優秀賞】近畿大学高専　合体ストレッチャー
避難所にある車いすと担架を組み合わせ、高齢者や体の弱い
人でも簡単にけが人の搬送などができるデザインを提案。

　明石高専にて 2 月 5 日、本事業のステークホルダーをお招
きし、本事業に関する有識者懇談会を行いました。プロジェ
クトリーダーの鍋島康之教授より平成 26 年度の事業報告が行
われ、続いて各高専からこれまでの取組状況を報告し、有識
者の方からご意見を頂戴しました。有識者の方からは、学生
に考える力をつけさせないといけない、防災士資格取得の促
進を目指す、資格取得後、学生に地域の防災訓練やワーク
ショップなどで実践力を高めてもらうことが重要ではないか
など、数多くの貴重なご意見をいただきました。いただいた
ご意見をふまえて、今後も本事業の促進、教育内容の改善を
図ってまいります。

　3 月 14 日から 18 日まで、仙台市において第 3 回国連防災
世界会議パブリックフォーラムが開催されました。本事業に
関わる数名の教員が参加した他、本事業についてのポスター
発表も行いました。
　この世界会議に合わせて数多くのパブリックフォーラム
や、展示会が開催されました。中でももっとも中心的なもの
は「東日本大震災総合フォーラム」で、内閣府、消防庁、復
興庁、国土交通省、文科省、JICA などの主催により開催され
ました。震災から 4 年が経ち、まだまだ東北地方は復興途上
ですが、そのなかでも先進的な取り組みや現時点での課題な
どが報告され、東日本大震災被災地の現状をよく理解するこ
とができました。

▶平常時は
屋根付きバイクとして
使用できます。

NEWS
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　明石市地域防災計画では、「市民力を生かした地域防災
力の向上」を防災理念として掲げています。市民、地域が
自覚を持って主体的・積極的に取り組むことが不可欠とさ
れる中、本活動では、金ヶ崎地区の自助・共助体制の強化
を目指して同地区の防災マップづくりに取り組んでいま
す。
　自治会役員や消防団、PTA 等の方々とまちあるきや意見
交換会を繰り返し、防災士を取得した 2年生とともに地域
の実情に即した実用性の高い防災マップの完成に向けて、
現在も住民とのディスカッションを継続して実施していま
す。この取り組みは、平成 27 年 7月 14 日発行の神戸新聞
でも紹介されました。

シンポジウム１日目の様子

学生による成果発表も行われました

学生と地域住民の方々との意見交換会の様子

　本事業は平成 24 年度に「大学間連携共同教育推進事業」に
選定され、今年で４年目を迎えました。事業開始から 3年が経
過したことを受け、進捗状況や成果、事業の継続・発展性等を
評価し、教育の質の保証と向上を図るとともに、その成果を公
表し、全国的な波及につなげることを目的とした、中間評価が
実施され、その結果が公表されました。
　評価結果は S、A、B、C、Dの 5段階で評価され、本事業は
「A：計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することに
よって本事業の目的を達成することが期待できる。」との評価
を頂きました。近畿地区7高専で防災リテラシー科目を創設し、
防災士の資格試験合格という客観的指標により質保証を行い、
多数の合格者を輩出している点や、地方自治体と連携し、自治
体職員の高専の教育への直接参画、地域住民への防災教育の実
施等、具体的な取組の実践によってステークホルダーとの連携
強化が図られている点などが評価されました。
　一方で、外部評価について、「現段階では個別の専門家への
意見聴取にとどまっているが、今後は多様な視点からの評価を
受け、指摘事項を事業の発展に取り入れる工夫が必要である」
とご指摘頂きました。今後は指摘された点に留意し、改善を図っ
てまいります。

　1月 31 日から 2月 1日にかけて、「近畿地区 7高専連携シンポジ
ウム－阪神・淡路大震災から 20 年－」を開催しました。シンポジ
ウムでは、防災・減災に関する学生成果発表会、防災教育報告会、
滋賀大学教育学部の藤岡達也教授による特別講演、および災害時に
役立つ乗り物コンテストを実施しました。
　学生成果発表会では、学生と教員による 10 件の防災教育成果報
告があり、そのうち3件が優秀発表賞に選ばれました。優秀発表賞は、
神戸高専「地震による共振現象の教材開発」、和歌山高専「ゲーム
学習による防災教育の効果について」、明石高専「流域対策工の模
型を用いた総合治水計画の普及と推進」でした。
　防災教育報告会では、平成 26 年度から近畿地区 7高専全体で行
われている防災リテラシー科目に関して、7高専の取組担当者より
途中経過が報告されました。
　特別講演では、藤岡教授より、「持続可能な社会をつくる防災教
育の展開－阪神淡路大震災から東日本大震災を踏まえたこれからの
防災・減災－」と題してご講演いただきました。阪神・淡路大震災
から東日本大震災までの防災教育の変遷についてご説明いただき、
これからの防災教育の方向性についても大変示唆のあるお話をさ
れ、来場者は熱心に耳を傾けていました。
　　　　　　　　

NEWS
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　4月13日より、今年度の明石高専「防災リテラシー」が開
講しました。防災の基礎知識を学ぶ内容となっており、座学
以外にもクロスロードゲームや防災マップづくりなど、学生
の能動的な学習を促すカリキュラムも予定されています。
　この講義は毎週ビデオカメラで撮影し、明石高専のサー
バーより遠隔地講義システムを利用して近畿地区７高専に配
信しています。近畿地区７高専に在学する学生はインター
ネットを利用して受講することができます。
　本事業では、平成26年度より他の近畿地区6高専において
も防災基礎教育を行っており、今年度も引き続き7高専が連
携しながら防災教育を実施します。　　　　　　　　　　

明石高専「防災リテラシー」の授業の様子

明石高専
「防災リテラシー」

１年生・全学科 / 必修科目

通年・講義形式

受講人数：168 名

舞鶴高専
「防災リテラシー」

１年生・全学科 / 選択科目

後期・e-learning と講義

受講人数：138名

奈良高専
「防災リテラシー」

全学年・全学科 / 選択科目

集中講義形式

受講人数：26 名

和歌山高専
①「防災学概論」

１年生・環境都市工学科

必修科目

後期・講義形式

受講人数：40 名

②「防災リテラシー」

１年生・環境都市工学科

以外の全学科 / 選択科目

後期・e-learning と講義

受講人数：126名

大阪府立大学高専
「防災リテラシー」

全学年・全学科 / 選択科目

集中講義形式

受講人数：67名

神戸市立高専
「高専生のための防災・

　　　　　　　減災入門」

１年生・全学科 / 選択科目

前後期クラス別・講義形式

受講人数：240 名

近畿大学高専
「防災リテラシー」

１年生・全学科 / 必修科目

通年・講義形式

受講人数：160 名

平成 26 年度　近畿地区 7 高専における防災教育実施状況
高専名、講義名、学年・学科、選択・必修、講義形式、受講人数の実績を表記
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近畿地区７高専

明石工業高等専門学校
舞鶴工業高等専門学校
奈良工業高等専門学校
和歌山工業高等専門学校
大阪府立大学工業高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校　
近畿大学工業高等専門学校　

ステークホルダー
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防災リーダーをめざして 4vol.
２０１ ６　| 　Spring

文部科学省平成24年度「大学間連携共同推進事業」選定取組
近畿地区7高専連携による防災技能を有した技術者教育の構築

防災に関する住民アンケート実施
　石内鉄平准教授（明石高専 都市システム工学科）と、
専攻科1年の田中ゆいさんが、魚住町の西部に位置する錦
浦小学校区全16自治会を対象とした災害に関する住民ア
ンケートを行いました。住民アンケートは、防災における
自助・共助意識・事前準備の現状把握を目的として実施し
ました。
　アンケートの結果から、同じ小学校区内でも地域によっ
て不安を感じる災害が異なっていることや、地域で孤立し
ている高齢者が一定数存在する現状などが、明らかになり
ました。本取り組みは、平成28年1月20日の神戸新聞でも
紹介されました。

地域の防災訓練に参加
　兵庫県立大学明石看護キャンパスにて、兵庫県合同明石市総
合防災訓練が開催されました。明石高専からは、防災士取得者
を含む8名の学生が負傷者役として訓練に参加しました。

演習授業で防災マップづくり
　「防災リテラシー」の演習授業にて防災マップづくりを実施
しました。各班にわかれて実際に魚住のまちを歩き、防火施設
や、救急救命の機器、避難場所として役立ちそうな所を写真撮
影して、位置を地図上に落とし込みました。これまで学んでき
た知識を生かしながら防災マップを制作し、授業の最後には班
ごとに発表しました。

NEWS LETTER

上：兵庫県合同明石市総合防災訓練、下左：防災マップづくり、下中央：防災マップまちある歩き、下右：住民アンケート
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　平成 28 年 1 月 28 日、大阪府立大高専「気象防災を考える技術者とは」
をテーマに難波良彰氏（日本気象予報士会近畿ブロック理事の気象予
報士）にご講演いただきました。難波氏は、元日産自動車のエンジニ
アをされており、技術者と気象災害に対する防災について学生にわか
りやすくご講演いただきました。平成 25 年度から開催している本講
演会は、DVD に収録して近畿７高専内で教材として使用しています。

　和歌山高専 2 年生を対象として、平成 27 年 12 月 16 日に社会心理
学の立場から災害時の避難行動の課題と類型化について、森岡千穂准
教授（松山大学人文学部社会学科）にご講演いただきました。講演で
は、実際の被災事業者の避難行動の違いでその後の災害対応犠牲者の
発生率、安否確認の難易、支援活動などに差が出ることや、どの時点
で避難するか一瞬の差が生死をわけてしまうことを被災者本人が撮影
した映像を教材として「避難のタイミング」についてお話いただきま
した。

　平成 28 年 11 月 5 日、明石高専から舞鶴高専生約 170 名に向けて、リアル
タイム配信で防災リテラシーの授業を実施しました。担当したのは鍋島康之
教授（明石高専 都市システム工学科）で、「近畿地方の豪雨災害と土砂災害
への対応策」について講義を行いました。授業の最後には、舞鶴高専生から
の質問にその場で答えるなど、双方向コミュニケーションをとりながら理解
を深めました。

　平成 28 年 1 月 21 日に地域の特徴に基づいた防災リテラシーの授業の一つとして、石川一平准教授（舞鶴高専 電子
制御工学科）による「放射線概論と原子力防災」が開講されました。福井県には 13 基の商用原子炉があり、再稼動を
予定していた高浜原発は、舞鶴高専の避難区域内に位置しています。今回の講義では、放射線がどのようなものなのか
イメージをつかむことで、いざという時のために冷静に対処できる知識を身につけることを目的としました。
　石川准教授は、昨年、既存のプラスチッ

ク板を利用して放射線飛跡を手軽に観察

できる放射線測定用のプラスチックを開

発されています。全員に放射線測定器を

配布して放射線を測定したり、可視化し

た放射線を実際に顕微鏡で観察する機会

を設けたりと、実演が盛り込まれた講義

に学生は興味津々でした。

難波良彰氏による講演

　防災リテラシーの授業映像を Web サイト「Literacy HUB」にて限定公開を開始しました。Literacy HUB は、一般市民・
災害対応従事者が、防災リテラシーを身につけるための学習プログラムを Web 上で整理体系化したサイトです。
Web サイト　http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/ur/hub/program/lh004/

森岡千穂准教授による講演

左：放射線飛跡を観察する様子、右：授業風景

授業をする鍋島教授（中央）と舞鶴高専生（右下）
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　2日目は、土木・建築系だけでなく、機械・電気電子・情報等
の学科の学生にまで幅広く防災に関連したものづくりについて考
える機会として、コンテストを開催しました。特別講演では、
西村元彦氏（川崎重工業（株）技術開発本部水素チェーン開発セ
ンター　副センター長）に「水素チェーン構想と安全への取り組み」
と題してご講演いただきました。

【最優秀賞】ないすとれっちゃ～　
和歌山高専
椅子がストレッチャーになり、災害時には負傷者を寝かせ、備え
つけられたキャスターで運ぶことができる。必要性・アイデア・
実現性・日常的な利用性の項目で特に高い評価を得た。

　平成 28 年 2月 2日、今年度の活動報告を近畿地区 7高専
から行い、有識者から意見やコメントをいただきました。有
識者からは、本事業は軌道に乗り着実に実績をあげていると
評価していただきました。また、本事業を通して高度な専門
人材の育成を期待するとの意見や、時代に沿った防災教育の
内容を取り入れており社会に貢献することを期待していると
のコメントがあり、近隣の自治会からは地域の様々なニーズ
と密着した連携を期待しているとの意見をいただきました。
これらの意見を参考に、最終年度の活動に反映させるととも
に、近畿地区以外の高専へも広げていきたいと考えています。

　神戸高専では、専攻科 2年生を対象に、異なる専攻（機械・
電気電子・応用化学・都市）の学生が混合グループとなり、「防
災」をテーマに、構想力、専門的知識や技術を統合して課題に
取り組む演習を実施しています。この演習では、実現可能な解
を見つけ出していくための能力を養うことを目的としており、
本演習にて開発された緊急時自転車式揚水濾過装置が今年度の
本事業シンポジウムにおける学生成果発表会にて優秀発表賞を
受賞しています。

【優秀賞】バイク SUN
明石高専
コンセント充電を必要としない長
距離移動、重量物の運搬、電源の
供給が可能な電動自転車。

【優秀賞】cassetto barella
大阪府大高専
平常時は一般的な荷物運搬台車と
して使用。災害時には担架として
負傷者を運ぶことができる。

　平成 28 年 1月 16 日 ,17 日の 2日間、明石市立産業交流センターで、今年度 4回目となるシンポジウムを開催しました。
1日目には、学生成果発表会、防災教育報告会ならびに特別講演を実施しました。学生成果発表会では、津波・水害などの自
然災害からハザードマップや要援護者の災害時支援まで幅広いテーマについて発表がありました。防災教育報告会では、「東北
地域の産業復興を行う技術者人材育成（震災復興高専プロジェクト）」の代表者である内海康雄副校長（仙台高専）からプロジェ
クトのねらいと活動内容についてご報告いただきました。また、特別講演として、亀井克之教授（関西大学社会安全学部）か
らはリスクマネジメントについて、大西勝也町長（高知県黒潮町）には、地域に密着した防災活動についてご講演いただきました。

シンポジウムの様子
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　平成28年1月9日、昨年度「防災リテラシー」の授業を受講した明石高専生が、「災害メモリアルアクションKOBE2016」に
て防災活動を報告しました。報告会に参加したのは、学生たちが有志で立ち上げたD-PRO135°（明石高専防災団）。現在15
名で活動しています。昨年7月に有志が集まり、防災活動アイデアワークショップを実施しました。そこで出たアイデアの中か
ら、防災ゲームを開発することに決定しました。人と防災未来センターに既存のゲームを調査、福島の視察、被災者にヒアリ
ングを行いながら、ゲームの開発を進めています。「SECOND HAZARD」と命名されており、大災害が発生した後、二次災害
を乗り越えてゴールの避難所を目指すゲームです。来年度、新メンバーを迎える彼らのさらなる活躍を期待します。

　本事業のオリジナルテキスト「防災リテ
ラシー」が、教科書として出版されまし
た。個人レベルでの防災対策だけでなく、
災害直後から復興に向けての自治体への対
応や、災害に強いインフラ整備やまちづく
りなどについて、実際の事例をもとに説明
しています。

書　名：防災リテラシー
出版社：森北出版株式会社
著　者：太田敏一、松野　泉

防災リテラシー教科書出版
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明石高専防災団が開発した防災ゲーム

被災者へのヒアリング
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　平成28年1月21日に仙台商工会議所で開催された「震災復興と人材育成
を考えるシンポジウム」において、鍋島康之教授（明石高専 都市システム
工学科）が基調講演を行いました。
　本シンポジウムは平成23年度文部科学省大学等における地域復興のため
のセンター的機能整備事業「東北地域の産業復興を行う技術者人材育成」
の一貫として実施され、仙台高等専門学校が代表校となっています。
　講演では、「近畿地区7高専連携による防災技能を有した技術者教育の
構築」の目的や活動内容を報告するとともに、平成27年4月に受信した中
間審査の審査結果について講演を行いました。


